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1606年4月10日発布のジェームズー世の勅許状によりロンドン・ヴァージニ

ア会社は本格的に活動し始め1624年に解散するが，その間に一般人植者及び投

機者の関心をヴァージニアに向けさせ，併せて植民の合法化を宣伝するために

当時の名だたる説教家にヴァージニア植民擁護の説教を行つてもらつた°　この

説教には共通したレトリックがあつた°　それは聖書の一節をヴァージニア植民

に「適応」することであつた。ロンドン・ヴァージニア会社からの依頼により

植民擁護を行つた説教家は8人であるが，本論ではヴァージニア植民擁護の最

初の説教を行つた16o9年のWi11iamSymonds，翌年1610年のSymondSの説教に

感化を受けたWilliamCraShawの説教，最後にヴァージニア植民擁護説（1）敦の

最後の説教である1622年のJohnDonneの説教を取り上げ，各説教家の植民擁

護のレトリックについて考察を加えていきたい°

l、Wi．．iamSym°nds

ロンドン・ヴァージニア会社によるヴァージニア植民はジェームズ一世公認

の国家プロジュ夕トとも言うべくイギリス国民の期待をっ山エ集めていた大事

業であつた°　しかし当初の期待は裏切られ，大した成果はあげられず，投機者

からの不満はつのりつつあつた。更に悪いことにジェームズ一世は大国スペイ

ンの機嫌を損ねることを恐れ，ヴァージニア事業を放棄するとのうわさが流れ
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た ｡ それ に対して ヴァ ー

ジ ニ ア 会社は宣言書や現地から の報告書を公表する こ

とにより, 人 々 の植民 へ の 関心を留めようと躍起にな っ て い た｡ しか し, それ

だけで は
一

般人 の植民 - の不安は消えなか っ た｡ ヴァ ー ジ ニ ア 会社は , 植民が

利益追求の世俗的な事業であるよりは宗教的な事業で あり , 単なる金儲けの た

め の植民で はな いと投機者及び入植希望者を安心させ , 何よりもヴ ァ ー ジ ニ ア

植民 は安全な植民で何ら問題はな いと聴衆及び植民に関心を寄せ て い る人々 を

説得する必要があ っ た ｡ そ こ で ヴ ァ ー ジ ニ ア会社が日を付けたのが当時の著名

な説教家であ っ た ｡ 会社は , 会社 の 生き残りを説教家の雄弁に託 した の で あ

る ｡ か かる理由から会社は著名な説教家に ヴ ァ ー ジ ニ ア植民促進の ため の説教

を行 っ て もらうことに した ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民擁護の説教の共通テ ー マ は新大

陸における英国プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズム の 普及 , 植民地化の合法性, こ の 世の 楽

園として の豊鏡なヴ ァ ー ジ ニ ア
,
.
反 ス ペ イ ン で , とりわけヴ ァ ー ジ ニ ア植民 の

キリ ス ト教的使命がまず第
一

に 強調 され る ｡ そ の 最初 の 大役を担 っ た の は

S y m o n d s で , 彼 は最初の公式の ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民擁護の説教を1 60 9 年 4 月2 5 日

W hit e - ch a p el で多くの名士 , 冒険者, 植民者を前にして行 っ た ｡ そ れは現 に入

植しまた入植予定の植民 の ためとキリ ス ト教の 目的促進の ため に行われた説教

で あ る ｡ s y m o n d s は s o u th w a rk に あ る s ai n t S a vi o u r 教 会 の 説 教 家 で あり ,

O xf o rd 大学 M ag d al e n C oll e g e の 元 フ ェ ロ
ー で もあ っ た ｡ 彼 は カ トリ ッ ク教徒 へ

の学識ある反駁で名声を高めたが, そ の説教は , イ ギリ ス 人は新世界と いう約

束の地に定住す べく神から任命されたと い う以後 の ヴ ァ ー ジ ニ ア 説教 の モ デ ル

とな っ た説教である
( 2)
｡ s y m o n d s は い かなる レトリ ッ クを駆使し, ヴ ァ

ー

ジ ニ

ア植民擁護の説教を行 っ て い る かを次に見て みよう｡

【1 】 ヴァ ー ジ ニ ア植民者の原型としての A b r a h a m

S y m o n d s は o xf o rd 大学 の 元 フ ェ ロ
ー で あ っ ただけに聖書 へ の 造詣は深く,

聖書を自在に操り, その 説教は雄弁で説得力豊かである ｡ s y m o n d s は説教 で何

を行 っ た かと言えば, そ れ は聖書の ヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民 へ の 適応な の で ある ｡

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 の先例がすで に聖書にあると いう の である ｡ s y m o n d s は こ の
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レ トリ ッ ク に より聴衆 の 植民 に対する不安を解消しようとする ｡ S y m o n d s は

w hit e -

c b ap el に 列席 した聴衆 - の 献呈書簡の なか で , 旧約聖書の 様
々 な出来

辛
- ノ ア の大洪水, ソ ドム の焼却 , フ ァ ラ オ の溺死 , ダヴイ デとそ の子孫によ

る カナ ン 人征服等
一 に言及 し, そ れらは新世界ア メリカ で進行中の植民と比 べ

ると ｢片隅+ で行われたと述 べ , ヴ ァ
ー

ジ ニ ア植民の規模が い か に大き い かを

強調する ｡ そ して S y m o n d s は , 主 は異邦人を前にして｢ 聖なる腕をあらわにし+

｢ 地 のす べ て の果て は神の救済を見る+(イザヤ書) を引き合 い に出し, ヴァ
ー ジ

ニ ア植民 に は神の 加護があり , 地 の 果て ヴ ァ
ー ジ ニ ア にま で神は救済を行うと

言う｡ 更 に S y m o n d s は , ヴ ァ
ー ジ ニ ア は処女王 エリザ ベ ス にちなん で つ けられ

た名前で , ジ ェ ー ム ズ ー 世は処女地ヴ ァ
ー ジ ニ ア を キリ ス トに捧げる ことを望

ん で い ると言う｡ そうする ことにより主の名前は褒め称えられ, イ ギリ ス 人は

大ブリ テ ン に対して処女ブ
1
) テ ン を付け加える ことになる , と言う ｡ ヴ ァ

-

･ ジ

ニ ア をキリス ト ヘ の捧げも の とする ことによ っ て植民の 宗教性を高め , 更に は

ヴ ァ ー ジニ ア を本国イギリ ス - の 花嫁として 見なすが , こ の論法で いけばイギ

リ ス はキリ ス トとなる ｡ S y m o n d s は大胆 に聖書とヴ ァ
ー ジ ニ ア植民を結び つ

け, 植民 の宗教性, 神聖さを訴える の である ｡

s y m o n d s の ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民の レ トリ ッ ク が最も顕著に現れる の は本論に

入 っ て か ら で ある ｡ S y m o n d s は, ｢ 創世記+ 1 2 章1
- 3 節 を取り上 げ, 聖書か ら

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民を援護する ｡ ｢ 創世記+ 1 2 章1 - 3 節は, A b r a b a m が 主の召命を

受け, 故郷 ハ ラ ン か ら未知の土地 パ レ ス チナ
･ カ ナ ン へ の旅を記した箇所であ

る ｡

F o r th e L o r d h a d s ai d u n t o A b r a m , G et th e e o u t o f th y C o u n tr e y , a n d 丘
･

o m th y

ki n d r ed
,
a n d fr o m th y f a th e r s h o u s e , u n t o th e l a n d th at I w ill sh e w

th e e ･ A n d I w ill

m a k e of th e e a g r e a t n a ti o n , a n d w ill bl e s s e th e e , a n d m a
k e th y n a m e g r e a t , a n d th o u

s h alt b e a bl e s s l n g ･ I w ill bl e s s e t h e m al s o th at bl e s s e t h e e , a n d c u r s e th e m th at c u r s e

t h e e
,
a n d i n th e e s h all all th e f a m ili e s o f th e e a rth b e bl e s s e d ･ ( 主 は アブラ ム に言わ

れた｡ ｢ あ なたは生まれ故郷父の 家を離れて わたしが示す地 に行きなさ い ○ わ

たしはあなたを大 い なる国民にしあなたを祝福し, あなた の名をたかめる ｡ 祝
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福 の源となるように ｡ あなたを祝福する人をわたしは祝福し, あ なたを呪う者

をわたしは呪う｡ 地上の氏族はす べ て あなたによ っ て祝福に入る ｡)
( 3 )

S y m o n d s は こ の1
-3 節の解釈か ら説教を始め る ｡ こ こ で は何が記されて い る か

と言えば, 主 によ る故郷を離れるようにと い う主による A b r a h ｡ m 召命 で ある ｡

A b r ah a m は 何 か ら離れ る の か ｡ 祖国, 親族及 び父 の 家 か ら で ある ｡ し かも

A b r ab a m は｢ 彼 に は全くの 未知の土地+
(4 ) を主 か ら示されるだけ である ｡ しか し

なぜ A b r ah a m は故郷を捨 て , 未知 の 土地 へ と旅立たねばならな い の か ｡ そ れ

は A b r a h a m へ の 神 の 4 つ の 約束があるから である ｡ それ は(1) A b r ab a m を大 い

なる 国民とする(2) A b r ab a m へ の 祝福(3) A b r a h a m の 名を大きくする(4) A b r ah a m

を通 して彼の 家族, 彼が住む人 々 へ の祝福が主から与えられる ｡ こ れら 4 つ の

約束が主から A b r ab am に なさ れ る ｡ こ れらの 約束 の実現 の ため にA b , ah a m は

故国を捨て , カ ナ ン - と旅立 つ ｡ A b r a h a m の カ ナ ン へ の旅には主 の 意志を実現

しようとする A b r ab a m の 従順な信仰心の 現れ である ｡ A b r a h ｡ m 以外 の 人達 へ

の 主 の約束は どうなる のか ｡ 主 は A b r ah a m 同様他 の 人々 をも祝福 し, A b r a h a m

の 祝福と繁栄を求める人達を繁栄させるが , 逆 に A b r ah a m に対して他 の感情を

抱けば彼らに は主からの 呪 い がある ｡

S y m o n d s が ｢ 創世記+ を説教 に取り上げた意図は容易に理解できよう ｡ 我々

は s y m o n d s の 説教か ら聖書 の ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 - の適応が い かなるも の であ

るかを明確に知る ことが できる ｡ ｢ 創世記+ は以下 の ようにヴ ァ ー ジ ニ ア植民 へ

適応される o A b r ab a m が神に召されて 故郷を離れ, ユ
ー

フ ラ テ ス 河を越え , 莱

知の 土地 カ ナ ン に向か っ たと同様 , ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民者も故郷イギリ ス を離

れ, 大西洋を渡り, 未知の土地 ヴ ァ ー ジ ニ ア ヘ 向かう｡ 主が A b r ah a m に ｢ 大 い

な る国民+｢ 祝福+ ｢ 大 い なる名前+ を約束したように, ヴァ
ー ジ ニ ア 植民者も｢ 大

い なる国民+ ｢ 祝福+ ｢ 大 い なる名前+ を神から約束される ｡ A b r ah ｡ m は カ ナ ン

へ 行くよう主から召命されたように ヴ ァ ー

ジ ニ ア 入植者もキリ ス トを聞 い た こ

との な い異民族に福音を広める ように神か ら召命される ｡ s y m o n d s は次 の よう

に言う｡
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N eith e r c a n t h e r e b e a n y d o u b t , b ut t h at th e L o r d th at c all e d A b r ah a m i n t o a n o th e r

c o u n tr ey , d o e th al s o b y 也 e s a m e h a n d , c all y o u [t h e pl a n t e r s] t o 菖o e a n d c a r ry t h e

G o s p ell t o a N ati o n th at n e v e r h e a rd of C h ri st ･
( 5 )

A b r ab a m をカ ナ ン ヘ 召命した主は ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民者をもまた召命する ｡ 植民

の 目的は福音を広め るため で しかもそれは神の召命によるから, 人 々 は どうし

て もヴ ァ ー ジ ニ ア へ 行かねばならな い ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア へ の 植民を拒否する者は

柿 - の反逆者となる ｡ S y m o n d s は こ の 説教で述 べ て い な い が , A b r ah a m はイ ス

ラ エ ル 人 の祖とな っ たようにヴ ァ ー ジ ニ ア植民者もまた新大陸ア メ リ カ の祖と

なる べく運命にある の である ｡ ｢ 創世記+ の記述が巧み にヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 へ 適

応され, A b r ah a m の 行動がヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民者 の行動 へ と重ね合わされる ｡ 言

うなればヴ ァ ー ジ ニ ア植民者は A b r ah a m が ｢ 創世記+ で行 っ た こ とを行 っ て い

る にすぎな い ｡ しかし厳密に考えれば A b r a h a m の こ の 適応 には無理がな い わ

け で はな い ｡ 最も大きな問題点は , A b r a h a m は ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民者では誰に適

応され る の かと い う こと で ある ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民 で A b r a h a m に 匹敵する人

物は誰で あろうか｡ 16 0 9 年ま で の植民 の 指導者的人物と言えば J o h n S m itb の

名が浮かん でくる ｡ 彼 は16 0 7 年 に ジ ェ
ー ム ズ タ ウ ン に上陸し, 1 6 0 8 -0 9 年 の 間

植民地 の知事を勤め , ヴ ァ
ー ジ ニ ア 史概説や植民 の 宣伝文書も書き, イ ン デ ィ

ア ン の 王女ポカ ホ ン タ ス に よ っ て 九死に
一 生 を得た ヴ ァ

ー ジ ニ ア植民 の歴史で

は半ば伝説的な人物 で ある
( 6 )
｡ s y m o n d s は A b r ah a m に 匹敵する人物に誰を考

えて い た の か定か で はな い ｡ 更 に ｢ 創世記+ で は彼は ハ ラ ン を離れたとき75 歳

で , 妻サ ライと弟 の子 ロ トと , 集め た財産と ハ ラ ン で得た人 々 とを携えて ,
カ

ナ ン へ 向か っ た と記されて い る ｡ こ れら の 記述はヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 では どの よ

うに適応 される の か ｡ もう
一

つ の 大きな問題点は A b r ah a m の カ ナ ン へ の移住

の 原因で ある ｡ な ぜ A b r a h a m が カ ナ ン に移住したかは聖書で は明確に説明さ

れ て い な い ｡ 一

節に は故郷 ハ ラ ン における月神信仰堕落の ためとか ハ ム ラ ビ王

朝期の 太陽神信仰 - の 反発か ら A b r a h a m は ハ ラ ン を離れたと い うが真相は

は っ きりしな い ｡ い ずれにせ よ何らかの宗教的な理由で A b r a b a m はカナ ン へ 旅

立 つ こ と にな っ た ｡ と こ ろがヴ ァ ー ジ ニ ア植民 にあ っ て は160 9 年頃本国イギリ
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ス に お ける宗教的対立か らヴ ァ ー ジ ニ ア 植民が行われ た の で はな い ｡ こ れは

1 62 0 年の Pilg ri m F atb e r s を乗せた メイ フ ラ ワ
ー 号 に よ る ア メ リ カ移住に つ い て

は正 し いが , 1 6 0 9 年ま で の ヴ ァ ー ジ ニ ア植民にはあ て はまらな い ｡ もち ろ ん宗

教的対立か らヴ ァ ー ジ ニ ア植民を目指した者も い た であ ろうが , それ はわずか

であ っ た ｡ ほ とん どは利益目的の ため の入植で あ っ た ｡ 以上 の点は厳密に言え

ばヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民には当て はまらな い が
,
s y m o n d s は ｢ 創世記+ の記述 の す

べ てがその ままそ っ くりヴ ァ ー ジ ニ ア 植民に適応 できるとは考えて い な い の で

あ っ て , ただ s y m o n d s が言 い たか っ た の は信仰心厚 い A b r a b a m が主 の 召命に従

順に従 い , 未開 の地カナ ン に向か っ て故郷を離れ , その後のイ ス ラ エ ル 人 の反

映の礎とな っ たと いう事実に着日し, それを半ば強引にヴ ァ ー ジ ニ ア植民に適

応したと いう の が真相であ ろう ｡ 要は暗礁に乗りかか っ たヴ ァ ー

ジ ニ ア植民を

い かに立 て直すかが焦眉の急で , S y m o n d s はイギリス 国民 の植民 へ の気運を
一

気 に盛り立て ようとしたの で ある ｡ だから細か い 点は抜きに して A b r a h a m の

主 に よ る召命による カナ ン - の 旅はイギリ ス 人 の ヴ ァ ー ジ ニ ア ヘ の 旅の ひな形

の ようなも の になればそれで十分だ っ た の である ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア植民は実際は

ヴ ァ ー ジ ニ ア か ら の 利益 を期待 した 主と して 経済的 な事業 で あ っ たが ,

S y m o n d s は そ の 植民事業を主 か らの 召命に よ る カ ナ ン 移住と重ね合わ せ ,

ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民が A b r a h a m の 行動と同様の ことを行 っ て い る の だと言う の

で ある ｡ s y m o n d s は 更に カ ナ ン を ヴ ァ
ー ジ ニ ア に 適応する ｡ 主 の命令に従 い

A b r ah a m は カ ナ ン に族立 つ が , イ ギリ ス 人が向かうヴ ァ
ー ジ ニ ア は ｢ カ ナ ン の

地+ にも匹敵する豊鏡の地 である ｡

T h e l a n d [ v ir gi ni a] , b y th e c o n s t a n t r e p o r t o f all th at h a v e s c e n e it , i s a g o o d l a n d ,

w ith t b e 丘･

uitf ul n e s s e w h e r e of
,
a n d pl e a s u r e of th e C li m at e , t h e pl e nti e o f F i sh a n d

F o w l e , E n gl a n d , o u r m i str e s s e , c a n n o t c o m p a r e , n o n o t w h e n s h e i s ･i n h e r g r e a t e st

p ri d e ･ It i s s ai d o f C a n a a n , th at I s a a ck s o w e d i n th a t l a n d , a n d jTo u n d i n th e s a m e y e e r e ,

a n h u n d r e df old , b y e sti m a ti o n . [ G e n e si s : 2 6 :1 2] a n d t h e n e xt a d d eth , A n d s o th e L o rd

bl e s s e d hi m
.

( 7 )
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s y m o n d s 以 後 の 説教 で お決まり の ト ピ ッ ク にな っ た豊穣の トポ ス と し て の

ヴ ァ ー ジ ニ ア が こ こ に は措かれ て い る ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア はイサク が地 に種をま

き , 百倍の収穫を得たカナ ン よりもはるかに豊穣な地である ｡ S y m o n d s は言葉

を続けて 更に次の ようにヴ ァ
ー ジ ニ ア の 豊穣を賞賛する ｡

B u t h e r e[i n Ⅵrgi ni a]i s g r e at e r th e n s o [ G e n e si s :2 6 :1 2] : F o r , if l c o u n t a rig h t , thi s l a n d

[ v i rgi ni a] gi v eth fi v e h u n d r e d f old at o n e h a r v e s t ･ F o r th e e w e s of W h e a t e , w hi c h I

h a v e s e e n e
,
ar e t e n i n s q u ar e , a n d fifiti e l o n g :

( 8 )

ヴ ァ ー ジ ニ ア で不足するも の は何もな い ｡ カ ナ ン が主 の 祝福を受けたように

ヴ ァ
ー

ジ ニ ア も主 の祝福を受ける こと になる ｡ S y m o n d s は ヴ ァ
ー ジ ニ ア を カナ

ン に匹敵する豊穣の地 であると激賞するが , ヴ ァ
ー ジ ニ ア は エ デ ン の 園とも比

較される ｡

L et u s b e e c a r ef ull t o g o e t o th e pl a c e[ v i rgi n i a] , th at G o d w ill s h e w u s t o p o s s e s s e i n

p e a c e a n d pl e n ti e , a L a n d m o r e li k e th e g a rd e n o f E d e n : w hi c h L o rd p
l a n t e d , th e n a n y

p a rt el s e o f all th e e a r th ･

( 9 )

s y m o n d s は ヴ ァ
ー ジ ニ ア を神が建設した第二 の エ デ ン とするが , こ の たとえに

も無理がある ことは明らかである ｡ なぜならば エ デ ン に住む ア ダム とイブは神

に逆ら い , 楽園から追放されるから である ｡ S y m o n d s は こ の ような矛盾に無知

であるはずはな い が , 堕落以前 の 楽園のイ メ
ー ジをヴ ァ ー

ジ ニ ア に当て は め よ

うとして い る ｡

s y m o n d s は , A b r a b a m の カ ナ ン - の 旅をイギリ ス 人 の ヴ ァ
ー ジ ニ ア へ の植民

に適応するが , A b r ah a m の 旅同様, 植民事業が失敗する こ と はありえな い ｡

s y m o n d s は次の ように言う｡

N o w w h at th e L o rd p r o m i s e d t o A b r a h a m , w a s al s o p r o m i s ed t o al th o s e th at a r e o
f

t h e s a m e f aith a n d o b e di e n c e w it h hi m . T h e n thi s bl e s s l n g , O f b ei n g a bl e s s l n g ,
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b el o n g et h u n[t o] th o s e w hi c h at G o d s c o m m a n d e m e n t d o e G et th e m o u t of th ei r

c o u n try .

(1 0)

主 の A b r a h a m - の 約束は A b r a h a m と 同じ信仰と従順さ持ち合わせ て い る 人々

にも約束される ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア植民者も A b r a b a m 同様神 へ の 信仰と従順な気

持ちを持て ば神か ら の約束がある ｡ そ して たとえヴ ァ ー ジ ニ ア に敵が現れ て

ち, 神は敵を呪うの で ある ｡ だから い かなる点から見て もヴ ァ ー ジ ニ ア植民は

必ずや 成功し, ま た, イ ギリ ス 人も故国を出て い か ざるをえな い ｡ なぜ なら

ヴ ァ ー ジ ニ ア へ 向かう者には神か らの保証があるから である ｡

･ ･ ･ A b r a h a m m u s t g et hi m o u t o f his C o u n t ri e : t h at h e m ay b e gi n t h at , w hi c h G o d , b y

hi m a n d hi s s e e d
,
w ill a c c o m pli sh i n d u e ti m e : n a m el y th at all n ati o n s m ay e m b r a c e

th e g o s p el of C h ri st u n t o th eir s al v ati o n .

(l l)

こ の 引用文では A b r a h a m は明 らか に ヴ ァ ー ジ ニ ア植民者とな っ て い るが, 植民

者は神の代理と して異邦の民に福音を教え, 彼らを救済 へ と導くの である ｡

主 の召命に応ずる A b r ab a m に は主 へ の揺る ぎな い信仰心と従順さがあ っ た ｡

そ れに主から の召命は植民者の聖別をも意味する ｡ それと同様ヴァ ー ジ ニ ア 植

民者にも神 へ の 不動の信仰と従順がある ｡ 何 よりも心沸き立 つ 精神的支柱は

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ 従事する者は神か らの特別な聖別を受ける者となり, 彼ら

は神の選民として の神と の特殊な関係を築くことになる栄誉を付与される ｡ こ

れ は聴衆 の心を震え立たせ る ｢殺し文句+ で ある ｡ 1 6 0 9 年ま で の ヴ ァ ー ジ ニ ア

植民の 実績は当初の植民関係者の期待を大きく裏切る結果とな っ て い たが , そ

れ は少しも悲しむ べ き事で はな い ｡ 植民者は神 へ の不動の信仰と従順によりそ

の ような困難な状況を好転させ , 植民繁栄を必ずやもたらすことになる ｡ 幾多

の困難は繁栄 へ 至 る試練にすぎず, 神は決して聖別された植民者を見捨て る こ

とはしな い ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア植民 の 将来に不安が生じ, 植民 へ の熱意が失われ つ

つ あ っ たなか で , S y m o n d s の 幾分誇張された扇情的な説教は聴衆を い たく喜ば

せたに違 い な い ｡ こ の説教 で は A b r a h a m は ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者となり, 植民者
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に と っ て 行動の規範となる ｡ 未知の 国 へ 向かう植民者の背後に は絶えず見守 っ

てくれる神が い ると いう レ トリ ッ ク は以後の植民活動に計り知れな い 自信を

人 々 に与える ことになる ｡

【2 】 ヴァ ー ジ ニ ア植民は合法的か

ヴ ァ ー ジ ニ ア植民が抱えて い た問題 の
一

つ に既 に住民が い る土地 の植民地化

が果た して合法的なのかと いう問題があ っ た ｡ s y m o n d s によ れば人間はそもそ

もよそ の土地 に住み , そ して地を満たすよう神から命令されて い る ｡ 人が自分

の 土地以外に広がり, 地 に住み, 地 を満たすことは神の 言葉の周知の規則であ

る
(12)
｡ 神 に似せ て 人を作 っ た神は地 の す べ てを治めさせた ｡ だから地を満たさ

なければ人はす べ て を治める こ とは できな い ｡ ア ダム に つ い て も神は ア ダ ム の

堕落後地を耕させた｡ ノ ア は どうか ｡ 大洪水後神からノ ア は地を満たすように

命じられて い る ｡ A b r a h a m に して も彼はカナ ン - 主から召命されたがまたさら

に遠く へ 広がる こ とを不可避と した ｡ ユ ダヤ人はしばらくの 間寄留し, また帰

国するため だけで なくす べ て の 地 に住み , 満たすために自分以外の 土地 に広

が っ て い っ た の で あ る ｡ 神 に召命され る こ と は地 を満 たす こ と で もあ る ｡

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者も神から召命され , ヴ ァ ー ジ ニ ア をキリ ス ト教徒 で満た

す｡ そ れは神 の御業を知らしめ , 神 の知識を広めるため である ｡ すで に原住民

が住むヴ ァ ー ジ ニ ア の植民化は い うなれば神からの召命の結果であり, か つ ま

た , 聖書以外の過去の歴史を見て も何ら問題はな い
(13)
｡ s y m o n d s は古代ロ

ー

マ

や ギ リ シ ア や他の歴史上 の王たち ですら諸国を征服したし聖書の偉人たち でも

他国を征服しキ｡ 彼ら の行為が非難される ことはありえな い ｡ S y m o n d s は聖書

以外の 諸王 の他国征服の 事実及 び聖書 で の 偉人たち に よ る征服を例 に挙げ,

ヴ ァ ー ジ ニ ア植民反対者は主張を修正しなければならな い と言う｡

S u r e l a m p e r s u ad e d t h at at t h e o n ely n a m l n g O f s o n i g h ti e M o n a r c hi e s , a n d h ol y

c o n q u e r o r s , o u r o bj e ct e r s o u t o f th ei r m o d e siti e w ill w i th s o m e di sti n cti o n

q u alifi e th ei r p r o p o siti o n , a n d s a y th at it i s n o t l a w f ull , b y f o r c e t o i n v a d e th e
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T e r rit o ri e s o f o th e r P ri n c e s
,
th at ar e i n q u l e t P O S S e S Si o n , i n s o m e s o r t , a n d i n s o m e

c a s e s .

(14)

こ の 引用文の後半で S y m o n d s は , 植民反対者が武力による他国 - の侵略は非合

法で あると言うことを信じて い ると言うが , こ れは s y m o n d s 自身も武力による

他国侵略は非合法的で あると の見解で ある ことを意味して い る ｡ 植民には ｢ 血

なま ぐさ い 侵略+ ( a bl o o d y i n v a si o n) に よ る植民と ｢ 平和な植民地建設+ (th e

pl a n ti n g o f a p e a c e abl e C ol o n y) があり , 両 者 の 間 に は異 い が ある と考えて い

る
(15)
｡ s y m o n d s の 意図すると こ ろ は容易 に理解で きる ｡ つ まり s y m o n d s は ,

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 は ｢ 血なまぐさ い 侵略+ で はなく ｢ 平和な植民地建設+ で あ

ると言 いた い の で あ る ｡ ｢ 血 なまぐさ い侵略+ に よらな い植民はまた攻撃的な戟

争に よ らな い 植民をも意味する ｡ 神 に よ っ て祝福された戦士 として C y r u s ,

J o s h u a
,
D a vi d が挙げられる ｡ そ して ヴ ァ ー ジ ニ ア で イ ン デ ィ ア ン と平和に暮ら

す入植者の原型として ペ リ シ テ人 の 間 で の S a m s o n , エ ジ プ トの J a c o b と J o s ep h

が言及される ｡ 彼らは異国の 地 で皆現地 の人 々 と衝突する ことがなか っ た人物

である ｡ 昔から ｢非常によく貴賛され た植民と い う行為がなぜヴ ァ ー ジ ニ ア 植

民を行うイギリ ス 人にあ っ て は
"

v il e a n d o di o u s
''

と非難される のか+ と s y m o n d s

は問い かける
(16)
｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア植民 は侵略で はなく, 純粋 に宗教的な使命を異

国の地 で成し遂げるため の神 の 召命以外のなにも の でもな い ｡ しかしよく考え

れば血なまぐさ い植民も平和的手段によ る植民も い ずれも他国 へ の 侵略である

ことには変わりはな い ｡ 武力によ らなければ い か なる侵略も許されると いう い

ささか強引な論法であるが ,

一

方が ′他方を支配すると いう点にお い て は同じで

ある ｡ また実際の ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民が果たして 原住民との武力衝突もなく平和

裡に進行して い たとはとうて い 言えな い ｡ J o h n S m it h を例 にと っ て も明らか な

よう にイ ギリ ス 人 とイ ン デ ィ ア ン と の 間 に は絶 えず武力衝突が あ っ た ｡

s y m o n d s の 平和的な手段による植民地化は植民実行者のイ ギリ ス人を余りにも

美化しすぎて い る ｡ S y m o n d s の 平和的手段によるヴ ァ
ー ジ ニ ア植民はあくまで

も彼の理想であり希望にすぎず, s y m o n d s は ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民の現実を軽視し

て い ると言わざるをえな い ｡

◎1 4



ヴ ァ
ー

ジ ニ ア コ ロ ニ ア リズム の レトリ ッ ク @

s y m o n d s は ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民合法化 の 問題解決を以上 の 2 点か ら行 っ て い

る ｡
一 つ は神からの ｢ 地を満たせ+ の命 である ｡ 地を満たすことは神の大 い な

る力を知らしめる こととなる ｡ だから他国を侵略して もそれが神の御業の周知

徹底させ ると い う ことになれば侵略は許される ことになる ｡ しかし こ の論法は

裏返せ ば神の御業を盾にして他国の侵略を可能にせ しめ る論法でもある ｡
一

言

で言えば ｢神の御業+ を隠れ蓑にして植民者は い かなる ことも行うことが でき

る の で ある ｡ もう
一

つ は平和的手段に よる侵略と武力によ る侵略の違 い で あ

る ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア植民は武力による侵略で な い か ら許される侵略となる ｡ こ れ

ら2 点から s y m o n d s は ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民の合法化を図るが, しかし, もう

一

つ

重要な論点がある ｡ それ はキリ ス ト教絶対主義の精神である ｡ 現代からすれば

キリ ス ト教絶対論はとうて い 受け入れられな い 論法である ｡
一

つ の 宗教だけを

絶対と見な し他を認め な い ことは現代で はありえな い ｡ しか し S y m o n d s は キ

リ ス ト教を唯 一

絶対的な宗教とみ なし, ヴ ァ
ー ジ ニ ア 原住民の 宗教を認め な

い
｡ こ れ はまた白人至上主義論で , イ ン デ ィ ア ン は白人よりははるかに劣 っ た

人種と見なす立場である ｡ こ の 白人至上主義は , 完全無欠なキリス ト教徒イギ

リ ス 人が間違 っ た宗教にとらわれて い るイ ン デ ィ ア ン をキリ ス ト教に改宗させ

る こ とは神の意志であると い う
一

方的な強引な主張と結び つ れられる ｡ 善は悪

を矯正する の である . イ ン デ ィ ア ン攻宗をス ロ
ー ガ ン にすれば先住民が い る

ヴ ァ ー ジ ニ ア の植民は許される ｡ S y m o n d s の 植民合法論法は聖書の権威を借用

した白人 の 身勝手なレ トリ ッ ク である とも言えるが, s y m o n d s か らすればイ ン

ディ ア ン に救 いをもたらす目的の ために植民が合法化される の で ある ｡

s y m o n d s は ｢ 創世記+ 1 2 章1 - 3 節を ヴ ァ ー ジ ニ ア植民に適応 し, A b r ab a m が神

から行うよう命令されたの と同じ事を ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民者は行うの だと言う｡

A b r ah a m が神 に従 い , そ の 子孫が神の定めた土地に定住したように , ヴ ァ
ー ジ

ニ ア 植民 者も い わ ば神 か ら の召 命 に よ っ て ヴ ァ ー ジ ニ ア ヘ 行く の で あ る ｡

A b r ah a m が受けたと同じ神か らの祝福をヴ ァ
ー ジ ニ ア植民者は受ける ことにな

る ｡

1 6 0 9 年はヴ ァ
ー

ジ ニ ア 会社にと っ て極め て危機的な年であ っ た ｡ ヴ ァ
- ジ ニ
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ア 植民が順調に行かず, ヴァ
ー ジ ニ ア か らも吉報が届かな い 中 で ,

一 般 の 人 々

の ヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民 へ の興味 ･ 関心は薄らぎ つ つ あ っ た｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア会社は

人 々 の 限を再度ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民に向ける ため説教家に ヴ ァ

ー

ジ ニ ア 植民を

｢ 宣伝+ するような説教を依頼した ｡ その最初が S y m o n d s で あ っ たが , s y m o n d s

は会社の 意向を十分に汲み , 会社側を歓喜させ る説教を行うことにな っ た ｡ そ

れ は聖書 の
一

部 の ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ の 適応 の 説教である ｡ 予 型論的に言え

ば, 予型として の ｢ 旧約+ の対型が ヴァ ー ジ ニ ア 植民と い う ことになる ｡ 聖書

をヴ ァ ー ジ ニ ア 植民に適応する こ と に より, ヴ ァ
ー

ジ ニ ア 植民 の神聖性及 び正

当性を主張する の で ある ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 の先例を聖書の中に見出すこと に

より, 人 々 にヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民 に対する勇気と希望を与えたの である ｡ ヴ ァ

ー

ジ ニ ア 植民は神からの お墨付きをもら っ た こ とになる ｡ A b r a h a m 一 ヴ ァ ー ジ ニ

ア 植民者, カ ナ ン ー ヴ ァ ー ジ ニ ア , と い う対応が こ こ で なされ , ｢ 旧約+ の 予

型がヴ ァ ー ジ ニ ア 植民の予表とな っ て い る ｡

S y m o n d s の 説教はヴ ァ
ー

ジ ニ ア 会社 の依頼によ る最初の公式説教で , 以後の

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民擁護説教 の モ デ ル と な っ た ｡ s y m o n d s 以 降 の 説教家は

Sy m o n d s の 説教から説教の テ
ー マ を得る ことになる ｡ 主と して植民 の 目的 ･ 意

義と植民の合法化が説教の主題となるが こ の他にも対ス ペ イ ン , 反カ トリ ッ ク

数等が論じられる ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民にさ い しヴ ァ ー ジ ニ ア 会社が説教家に望

んだことは何かと言えば暗礁 に乗りかか っ た植民活動の 再活性化であり, 再 び

人 々 の 目をヴ ァ ー ジ ニ ア へ 向ける こと で あ っ た ｡ さすが s y m o n d s は ヴ ァ
ー ジ

ニ ア に は金銀が豊富に埋蔵して い るとは言わなか っ たが , ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民は

決して無駄な植民で はな い こ とを何度も強引な言危弁とも言える レトリ ッ クを駆

使し聴衆の心 をくすぐる ｡ 植民者は未知 の 土地に行き , キリ ス トの福音を広

め, 新大陸ア メ リ カ の狙となる ベ く神から召命される ｡ 彼らの行く手には幾多

の困難が待ち受けようとも必ずや神が味方してくれる ｡ S y m o n d s の 熱 っ ぼ い 説

教が聴衆を感動 ･ 興奮の渦に引き寄せ たこ とは説教 2 週間後に説教が印刷され

出版された事実からも知れよう｡ い ずれにせ よ s y m o n d s の 説教 の レトリ ッ ク

は新訳 ･ 旧訳 の聖書に基 づ い て ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民を擁護すると いうも の で , そ

の意味でも聴衆の心をし っ かりと つ か んだ説教 であ っ たと い える ｡ 説教は全体

O l d
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的には白人優越主義, キリ ス ト教絶対主義 の 論法が著しく, 先住民イ ン デ ィ ア

ン蔑視論が如実な説教で ある ｡ こ の説教が い か に白人至上主義の 固まりである

かに聴衆は気づ かなか っ たはずはなか っ たが , 当時は こ の論法が堂 々 とまかり

通 っ た時代でもあ っ た ｡ い ずれにせよ聖書によりヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を論じた説

教として 以後の 説教家に与えた影響は大き い ｡ こ の年16 0 9 年11月 に はヴ ァ
ー ジ

ニ ア 植民を更なる危機が待ち受ける こ と になるが, その ような ことを s y m o n d s

も聴衆も知るよ しもな い ｡ た だ s y m o n d s の 熱弁は聴衆の心 を揺るが した こと

だけは確か である ｡

2 . W iILi a m C r a s h a w

w illi a m . C r a s h a w は カ トリ ッ ク教詩人 R i ch a rd C r a s h a w の 父 で , カ トリ ッ ク教

へ の激し い反感とビ ュ
ー 1) タ ン 的感情を持 っ た人 で , ロ ン ドン I n n e r T e m pl e の

説教家で あ っ た ｡ そ の C r a sh a w が16 1 0 年 2 月2 1 日ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を擁護する

説教を行 っ た ｡ 前年1 60 9 年後半に至り , ヴ ァ
ー ジ ニ ア からは悲観的な ニ ュ

ー ス

が ロ ン ド ン に伝わり, ヴ ァ
ー ジ ニ ア会社を取り巻く状況は悪化の 道をたどる ば

かりであ っ た｡ si r T h o m a s G at e s をリ
ー ダ ー と した s e a ve n t w e 号が B e r m u d a 島

沖で難破した の である ｡ 彼らは B er m u d a 島で 生き延び, 新たにヴ ァ
ー ジ ニ ア植

民 へ 向かうことになる の である が , C r a s b a w の 説教時に は難破の ニ ュ
ー ス しか

伝わ っ て い なか っ た ｡ 前途が見え か ､ ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民をめ ぐる絶望的な状況

の なか , c r a s h a w はヴ ァ
ー ジ ニ ア植民の 必要性を聴衆に訴える ｡ C r a sh a w は以

下 の ｢ ル カ伝+ 22 章3 2 節を基 にヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民擁護の 説教を行 っ た ｡

B ut I h a v e p r ai e d f o r th e e , th at t h y f aith f ail e n o t: th e r ef o r e w
h e n th o u a r t c o n v e rt e d

st r e n gt h e n t h y b r eth r e n ｢ しかし, わ たし (イ
エ ス) はあなた ( ペ テ ロ) の た め

に, 信仰が無くならな い ように祈 っ た ｡ だ か ら, あな た は立ち直 っ た ら, 兄弟

たちを力づ けて やりなさ い ｡+

c r a sh a w は説教 で こ の
一

節を取り上げ, ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を雄弁に , 強硬に擁

護 ･ 推進した ｡ 彼の 説教は16 2 2 年 の J o h n D o n n e の 説教には匹敵する程の力強さ

◎1 7
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があるが , 前年16 0 9 年 2 月 の S y m o n d s の 説教 に敬意を払 い , 説教 の内容もほぼ

S y m o n d s の 説教を踏襲して い る ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民の 目的, 植民の合法性 , 豊

鏡な地として の ヴ ァ ー ジ ニ ア
, 反 ス ペ イ ン , 反 ロ ー マ 教会, こ れらは s y m o n d s

の 説教の テ ー マ で あ っ た が, c r a s h a w も説教 で こ れらを論ずる .

【1 】 ヴァ ー ジ ニ ア植民の目的

C r a s b a w は ヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民 の 目的をどの ように見て い る の か ｡ c r a sh a w は ,

S y m o n d s 同様ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 の 目的は ヴ ァ ー ジ ニ ア におけるイギリ ス キ .) ス

ト教会の創設と悪魔からキリ ス ト - の イ ン デ ィ ア ン の改宗であると述 べ , 植民

の宗教的性格を強調する ｡

- th e p ri n cip al e n d s of th e r e o f [i ･ e ･ Ⅵrgi ni a pl a n t ati o n] b ei n g t h e pl a n t ati o n o f a

C h u r c h of E n gli sh C h ri sti a n s th e r e [i n Ⅵ rgi ni a] , a n d c o n s e q u e n tly t h e c o n v e r si o n of

th e h e ath e n f
=

r o m th e di v el to G o d :
( 1 7)

ある い は
"

th e hi g h a n d p ri n cip all e n d b ei n g pl a n t ati o n , o f a n E n gli sh C h u r c h a n d

C o m m o n - w e alth
, a n d c o n s e q u e n tl y th e c o n v e r si o n of h e ath e n

” (1 8)

,

”

fh e c o n v e r si o n o f

t h ei r [s a v ag e s
■

] s o ul e s
( 1 9)

,

"

c o n v e rt th e b e atb e n w o rld
'' ( 2 ())

,

` `

l h e c o n v e r si o n ｡f t h at

r e m ai n d e r of t h e h e at h e n
”
'2 1'
,

”

y o u [L o r d d e l a W a r e] g o t o c o m m e n d it [ r eligi o n]

t o th e h e ath e n
'2 2)

,

"

G o sp el w hi c h t h o u [ L o rd d e l a W a r e] c a r ri e st w ith th e e
” ( 2 3)
等か

らも明らかなように c r a sb a w にと っ て ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民の 目的はヴ ァ ー ジ ニ ア

の 異教徒改宗 である ｡ ヴァ ー

ジ ニ ア 植民者は異教徒にキリ ス ト教を教え , 異教

徒はキリ ス ト教から救済を得る ｡ ヴ ァ ー

ジ ニ ア植民の目的は異教徒の キリス ト

教 へ の 改宗以外には考えられな い ｡ C r a s b a w の 説教の 最も顕著な特徴は異教徒

の改宗で ある ｡ c r a sb a w は 更に は次の ようにも言う｡

If th e pl a ntl n g O f a n E n gli s h C ol o ni e , i n a g o o d a n d 血
･

uitf ull s oil e
,
a n d o f a n E n g li sh

C h u r c h i n a h e ath e n c o u ntr e y , if th e c o n v e r si o n of th e = e ath e n ' if t h e p r o p a g at l n g

⑳1 8
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o f t h e G o sp ell , a n d i n l a rg l n g O f t h e Ki n g d o m e of J e s u s C h ri st ･ b e n o t i n d u c e m e n t s

st r o n g e n o u g h t o b ri n g th e m i n t o thi s b u si n e s s e , it i s piti e th e y b e i n at all ･

(24)

肥沃な土地 で の英国植民地の建設 , 界教徒の改宗, 福音 の普及, イ エ ス
･ キリ

ス ト王国の拡大の ため にヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民 に加わらなければ植民活動は意味の

な い こと で ある ｡ 植民 の宗教性はヴ ァ
ー

ジ ニ ア植民説教の大きな特徴の
一 つ で

あ る が , C r a s h a w に あ っ て は植民 の キリ ス ト教的使命の 強調は他の追随を許さ

な い ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民は キリ ス ト教と密接 に絡み合 っ て おり, c r a sb a w に

と っ て 異郷 の 地における神の 国建設はヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 の絶対的条件である ｡

c r a sh a w は 説教 の な か で ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民 に 支障 をき た して い る 7 つ の

"

di s c o u r ag e m e n t
”

を挙げ
(25)
, 更に 3 つ の

``

e n c o u r a g e m e n t
''

を取り上げて い るが ,

その
"

e n c o u r a g e m e n t
”

の 一 つ ｢ 植民 の目的+ こ そ が植民推進の強力なて ことな

る の である ｡
.
植民目的はヴ ァ ー ジ ニ ア 異教徒の改宗で ある ｡ 未開人をキリ ス ト

教徒に改宗させ , 天国の 栄光を彼らに与える ｡ そ れ はまた神と我 々 に関わり,

植民を通して神 の怒りをなだめ静める ことにもなる ｡ 改宗した異邦人を神に捧

げる以上に良い も の はな い ｡ 第二 に植民は我々 の罪によ っ て 汚された神の名を

崇め , 我々 の 罪が阻止 した神の王国を促進する ｡ 第三 に植民は カ トリ ッ ク教会

が汚したキリス ト教徒を崇め る ｡ 第 剛 こ植民によ っ て キ リ ス トの使徒たちが持

ち合わせ て い た異教徒改宗の精神 の 火花がまだ我々 にも残 っ て い る こ とを世界

に証言する( K l - 2) ｡ 以上 が ヴ ァ ー ジ ニ ア植民 の ｢ 高尚か つ 最も重要な目的+ で

あるが , ヴ ァ
ー

ジ ニ ア植民に従事するイギリ ス 人及びイギリ ス 人 の名誉をも高

めてくれる ｡

. . . h e r e b y [b y Vi rgi ni a pl a n t ati o n] & e sh all h o n o u r o u r s el v e s a n d str e n g th e n o u r s el v e s

b y p r o p a g at i n g O u r O W n e r eli gi o n : h e r eb y w e sh all m ig h til y ad v a n c e th e h o n o u
r a bl e

n a m e o f th e E n gli s h n ati o n , th e h o n o u r w h e r e o f w e o u g ht e v e ry o n e t o s e e k : h e r eb y

w e s h all m ig h tily e n ri c h o u r n ati o n , s t r e n g t h e n o u r n a vi e , f o r tifi e o u r k
i n g d o m e , a n d

b e l e s s e b eh oldi n g t o o th e r n a ti o n s f o r th eir c o m m o diti e s : a n d t o c o n cl u d e , h e r eb y w e

s h all r e c tifi e a n d r ef o r m e di s d o r d e r s w hi c h i n thi s m ig h ti e a n d p o p ul o u s s t a t e a r e

◎1 9
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s c a r c e p o s sibl y t o b e r ef o rm e d w it h o u t e v a c u a ti o n : a n d c o n s e q u e n tli e w h e n w e h a v e

a c hi e v ed all th e s e e n d s
,
w e sh all et e 皿i z e o u r o w n e n a m e s t o all e n s u l n g p O St e riti e , a s

b e ei n g th e 丘rst b egi n n e r s o f o n e o f th e b r a v e s t a n d m o s t e x c ell e n t e x pl oits t h at w a s

atte m p t ed si n c e th e P ri m iti v e ti m e s o f th e C h u r ch .

(26)

上 記の 引用文には c r a sh a w の ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ の 熱意のす べ てが集約されて

い ると言 っ て も過言で はな い ｡ C r a s h a w は , ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民が異教徒 の 改宗

を目的とした宗教的使命を担 っ た国家的プ ロ ジ ェ ク トと見なす
一

方, 他方で
-

イ ギリ ス 人として愛国的ナシ ョ ナリ ス トとして の 一

面をも見せ て い る ｡ 異境の

地にキリ ス ト教を広める ことによ っ て イギリス 人 の名を高め , イ ギ リ ス を強化

し, イ ギリ ス が更に自立した国家とると いう c r a sh a w の 力強い言葉は い やがう

えにもイギリ ス 人をヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ と駆り立て ずにはおられな い ｡ 最後の

文章における植民者の名は後世にと っ て キリ ス ト教会の有史以来最も勇敢な最

もすばらし い 偉業の
一

つ を最初 に始め た人と して 永遠 に そ の 名を留め ると

C r a s h a w は言うが , こ れ ほど雄弁に情熱的にヴ ァ ー ジ ニ ア 植民を励行した言葉

は16 0 9 年か ら始まり16 2 2 年に終わる同様の ヴ ァ ー ジ ニ ア植民擁護の説教に見 つ

けるとはむ づ かし い ｡ C r a s h a w は ピ ュ ー リ タ ン的な人物で あるが , こ の時期の

なか で彼の 説教以上 に高尚な説教はな い
(2 7) と言われる所以は十分に理解できる

説教である ｡

【2】 ヴァ ー ジ ニ ア植民の合法性

C r a sb a w は植民を妨げる
"

di s c o u r a g e m e n t
”

と して 7 つ を挙げて い るが , その

一

つ が植民 の合法性である ｡ s y m o n d s の 説教 でも こ の間題を s y m o n d s は 論じ,

ヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民の違法性を否定して い たが
,
c r a sb a w に と っ て も植民 の合法

性は避けて通れる問題 で はなか っ た ｡ 入植希望者にと っ て植民の合法性が保証

されなければわざわざ法を犯して ま でもヴ ァ ー ジ ニ ア ヘ 行く必要はな い ｡ そも

そもヴ ァ ー ジ ニ ア 植民が違法で あれば植民それ自体が人 々 の 関心 を失わせ ,

ヴ ァ ー ジ ニ ア会社その もの も消滅して しまう｡ それゆえ植民の合法性はなんと

◎2 0
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し て も確約 しな けれ ば ならなく な っ て く る ｡ こ の 間題 をc r a sb a w は 最初 の

``

di s c o u r ag e m e n t
”

と して取り上げる ｡

ヴ ァ ー ジ ニ ア植民の合法 へ の疑 い は良心的なキリス ト教的な観点からして も

当然生 じて くる疑 い である ｡ こ れがために入植を蒔蹄する者が出て い る ｡ 最初

に C r a sh a w はある行動が合法的にみえなければそれは良くはあり得な い し, 必

要でもな い , と い う
一

般論から始める ｡ こ の論法は ヴ ァ ー ジ ニ ア植民が｢ 良く+

｢ 必要 で ある+ と言う前提に立 っ て い る論法である ｡ C r a s b a w が ヴ ァ ー ジ ニ ア 植

民を良しと し, 必要とする背景には , 異教徒 の改宗があ っ た｡ c r a sh a w に と っ

て 異教徒の改宗はキリ ス ト教王国の建設をもたらすもの であるゆえ, ヴ ァ
ー ジ

ニ ア 植民は必然的に ｢ 良し+ となり ｢ 必要+ とな っ てくる ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民

の合法性を裏付ける 二点目はイギリ ス 人は異教徒か らは彼らの意志に反して何

も奪わな い ことである ｡ イ ギリ ス 人と異教徒との取引は ｢ 公平で+ ｢ 合法的+ な

取引である ｡ キリ ス ト教徒は異教徒に悪は行わな い の である ｡ 第三 に他国民と

の物々 交換は合法的である ｡ こ れらをヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 にあ て は め ると, イ ギ

リ ス 人は未開人か ら暴力, 略奪 , 悪知恵によ っ て彼ら の所有物, 土 地 , 自由 ,

生命を奪 っ たりは しな い ｡ 彼ら に悪事を働くことはせず , むしろ悪をさせな い

ように して い る ｡ 次 にイ ン デ ィ ア ン と の物 々 交換で ある ｡ イ ギリ ス 人がイ ン

デ ィ ア ン から土地を奪うと言 っ て もそれは彼らにと っ て は余分な土地 で あ っ

て , イ ン デ ィ ア ン が余分持 っ て い るも の とイギリ ス 人が余分に持 っ て い るも の

とを交換してもそれはなんら法に触れな い ｡ しかもイギリ ス 人が求める土地は

未開地 で人は誰も住まず, 野生動物しか住ん で い な い ｡ イ ギリ ス の現状では人

口増加等でほか の土地が必要 であり , イ ン デ ィ ア ン も住まな い 土地にイギリ ス

人が住ん でも問題はな い ｡ イ ン デ ィ ア ン から様 々 な産物を購入する代わりにイ

ギリ ス 人は何を彼らに与える の か｡ イ ン デ ィ ア ン が最も必要として い る の は

``

c i viliti e f o r t h ei r b o di e s
”

と
``

c h ri sti a niti e f o r th ei r s o ul e s
''

で あ る
(28)
o 文明とキ

リ ス ト教 こそイギリ ス 人がイ ン デ ィ ア ン に与える こ と の できるも の で ある ｡ 特

に文明 の利器をイ ン デ ィ ア ン に与える こ とにより彼らはより幸福な生活を送れ

るようになる ｡ イ ギリ ス 人がイ ン デ ィ ア ン に与える ことが できる最も重要なも

の はキリ ス ト教で , 神や彼らの魂の た め に彼らは自由にキリ ス ト教を受け取る
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こ とが できる ｡ C r a sh a w の 植民 の 合法性の論拠は(1)原住民 の意志尊重(2) 互 い の

余剰物交換(3) 未使用 の 土地利用(4) 原住民 の文明化貢献, で あ る ｡ こ れらの 点か

ら c r as h a w は 植民に 非合法的なと こ ろ はな に もな い と断言する の で ある ｡

c r a sh a w の 言う ご とく , イ ギリ ス 人 の ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民が進行すれば何も問題

はな い ｡ しか し実際はヴ ァ
ー

ジ ニ ア で の イギリ ス 人とイ ン デ ィ ア ン との衝突は

避けられず, ｢ 血 なまぐさ い+ 入植の相を呈して い た｡ c r a s h a w の 植民合法の 論

法はイギリ ス 人からの現実を直視しな い 理想論であると言わざるをえず, そ の

背後にはや はり白人至上主義, キ リ ス ト教絶対主義の 精神があり,
-

イ ギリ ス

人 の 一

方的な植民合法宣言であると言えよう｡

【3】 ヴァ
ー ジ ニ ア植民 へ の 聖書適応

c r a sh a w の 植民 合法性 の 主張 は s y m o n d s と 異 なり聖 書 に は依存 しな い ｡

s y m o n d s は ｢ 創世記+ で の 主の A b r a h a m へ の 命令, ｢ 地 を満たせ+ から原住民の

住むヴ ァ ー ジ ニ ア の 植民化 を容認 した｡ しか し, C r a s h a w は聖書に依拠 して

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 の合法性を訴えは しな い ｡ C r a s h a w が ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 - の

聖書適応を全く行 っ て い な い かと いうとそうで はなく, c r a sh a w も聖書 の適応

は行 っ て い る ｡ まず最初に検討しなくて はならな い の は c r a sb a w が 説教 の巻頭

に挙げた ｢ ル カ伝+ で ある ｡ ｢ ル カ伝+ とヴ ァ
ー

ジ ニ ア 植民は い かなる関係にあ

る の か が問題 で ある ｡ ｢ ル カ伝+ 2 2 章3 2 節は ｢ しか し, わた し (イ エ ス) は あな

た ( ペ テ ロ) の ため に , 信仰が無くならな い ように祈 っ た｡ だから , あなたは

立ち直 っ た ら , 兄弟たちを力づ け て やりなさ い+ で ある ｡ こ の
一

節 は い わ ゆ る

イ エ ス が ペ テ ロ の た め に神 へ とりなしの祈りをして い る箇所で ある ｡ 弟子たち

はイ エ ス と共に様 々 な試練に会うが , そ の試練に屈しな い ようにとイ エ ス は神

に祈る の で ある ｡ ｢ ル カ伝+ の
一

節後イ エ ス の オ リブ山 で の祈り, イ エ ス 逮捕,

ペ テ ロ の イ エ ス 否認, 裁判 , 十字架上 で のイ エ ス の 死と ｢ ル カ伝+ は続くが ,

ペ テ ロ に対して 強 い 信仰を持 つ ようにイ エ ス は神に祈る の で ある ｡ C r a sh a w は

｢ ル カ伝+ の
一

節を 二 つ に分け, 前半は ｢ キリス トの慈悲+ を , 後半は ｢ ペ テ ロ

の義蕃+ を表して い る と解釈する ｡ つ まり前半は キリ ス トの僕 の魂 へ の 愛の宣

◎2 2



ヴァ ー ジ ニ ア コ ロ ニ ア リズ ム の レトリ ッ ク ㊥

言 であり, 後半はキリ ス トの愛を味わ っ た 人 の 義務, 即ち人が ｢ 立ち直 っ た+

とき に は , 次に人は他人の ｢ 立ち直り+ に励まなければならな い ことを扱 っ て

い る ｡ 改心 した者は他人を改心する義務がある ｡ C r a sb a w の 解釈はキリ ス トの

前面的な受け入れである ｡ ｢ ル カ伝+ の
一

節の前半で はキリ ス ト の慈悲を論じて

い るが , 我 々 はキリ ス トから(1)下剤 (p u rg ati v e) (2) 強壮剤 (r e st o r a ti v e) (3)予防

刺 (p r e s e r v a ti v e) の 三 つ の ｢ 薬+ を受ける
(2 9)
｡ 最後の ｢ 予防剤+ に より, 我々

は恩寵と神の寵愛に与る ことが できる ｡ キリ ス トの力強 い 神 へ の とりなしによ

り ｢ 心地よ い 予防剤+
(30) をも たらしてくれる ｡ こ 土で いう ｢ 予防剤+ と は神か

ら離れ, サ タ ン の 手に陥る の を防 い でくれると いう意味で あるが , キリ ス ト の

神 へ の とりなしによ っ て 人 は い か なる困難をも乗り越えて行く. こ とが できる の

である ｡ もちろ ん ペ テ ロ はイ エ ス を否認すると いう心 の 弱さをさらけ出した

が
, そ の後はイ エ ス の福音を異教徒に広める ため に地中海を奔走した｡ ｢ ル カ

伝+ の
一

節は以下 の ように解釈される ｡ キリ ス トは, ペ テ ロ が
"

g r e at p r o f e s s o r
' '

で
"

p r ot e s t e r
”

で ある ことは認めるが , 敵サタ ンが い か に強力で , い か に ペ テ ロ

が弱 い 人間 であるか ペ テ ロ 自身は知らな い ｡ ペ テ ロ は キリ ス ト の た め に死 ぬ と

言うが, サ タ ン が ペ テ ロ を ふ る い にか け, サ タ ン の力を最大限試すまで ペ テ ロ

ヘ の誘惑を止 めは しな い ｡ 神 へ の とりなしによ っ て キリ ス トは ペ テ ロ を支え,

再 び生き返らせる恩寵を ペ テ ロ に獲得してあげた｡ イ エ ス は ペ テ ロ を神の 選民

にと っ て心地よ い 見本とする ｡ ペ テ ロ を磨 っ た キリ ス トは ペ テ ロ - の 愛を止め

な い ｡ C r a sh a w の ｢ ル カ伝+ 解釈は以下 の ように集約される ｡

T h o u [p et e r] th e r ef o r e i n r e m e m b r an c e o f w h at I h a v e d o n e f o r t h e e , w h e n th o u f e el e st

th e s w e e t n e s s e o f thi s m y m e r c y t o th y s elf e , t e a c h o th e r s b y th y e x a m pl e s , a n d

e n d e a v o u r s e ri o u sly th e c o n v e r si o n a n d c o n 丘r m ati o n o f th y b r et h r e n ･

(3 り

キリ ス トの甘美な慈悲を感じたらイ エ ス の行為を思 い 出しキリ ス トの慈悲を他

人 に教え, 同胞 の 回心と強化に努めよと の キリ ス トか らの ペ テ ロ - の 忠告で あ

る ｡ つ まりイ エ ス が ペ テ ロ に対して行 っ た ことを ペ テ ロ は他人 に対して行わね

ばならな い ｡ 神 へ の とりなしにより ペ テ ロ は以前の ペ テ ロ と は異なる人間とな
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り, 恩寵 の な い状態から恩寵に満ちた状態 - と変化した｡ キリ ス トと ペ テ ロ の

関係をヴ ァ ー ジ ニ ア植民に適応 したらどうなる の か｡ c r a s h a w は s y m o n d s と異

なり , ｢ ル カ伝+ 2 2 章32 節を直接ヴ ァ ー ジニ ア植民に適応は しな い ｡ あえて 適応

をすれば, キ リ ス トにす べ て を投げ打 っ て ま で キリ ス トを救おうとした ペ テ ロ

は ヴ ァ ー ジ ニ ア ヘ キリ ス トの教えを広めに行くイギリ ス人となる ｡ 過酷な現実

に耐える ことが できな い弱 い心 の持ち主 である ペ テ ロ がキリ ス トの神 へ の取り

なしによ っ て 生まれ変わるように , ヴ ァ
ー ジ ニ ア - 向かうイギリ ス も神 へ の 全

幅的な信頼により生まれ変わる ことが できる ｡ キリ ス トの慈悲を受ける にはた

だひすらた ゆま ぬ神 へ の信仰心をもて ばよ い ｡ C r a s h a w に よ ればヴ ァ ー ジ ニ ア

植民者はまず最初に自らが生まれ変わる必要があり, 生まれ変わ っ たら今度は

原住民を生まれか わらせ なければならな い ｡ 真 の キリ ス ト教徒の任務はかくし

て い まだキリ ス ト教に無知な人 々 に い か にして福音を教えるか である ｡ 世俗的

な利益に惑わされ, ヴ ァ
ー ジ ニ ア へ 向かう者は真の植民者ではな い ｡ ヴ ァ ー ジ

ニ ア へ 行く者はまず敬慶なキリス ト教徒と なり, 確固たる信仰心を持 っ て

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民に赴く必要がある ｡ キ リ ス トが ペ テ ロ の ため に祈 っ たよう に

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者にもキリ ス トは祈 っ てくれる ｡ 植民者が真の キリ ス ト教徒

となればキリス トは絶えず彼らの側に い る ｡

- th e n d o u b tl e s s e it c a n n o t b u t m i ni st e r s t r o n g c o n s ol ati o n t o a di str e s s ed s o ul e a n d

t e r ri丘e d c o n s ci e n c e t o r e m e m b e r th at th ey h a v e a S a vi o u r m o r e m i g h ty i n hi s m e r c y ,

th e n th e di vill c a n b e i n hi s m ali c e
,
a n d m o r e w illi n g t o s a v e th e n th e di vill c a n b e t o

d e str o y ･
(32)

キリ ス ト教徒とサタ ンと の対車はビ ュ
ー

.リ タ ン の大きな特徴であるが, 真の キ

リス ト教徒は い つ も救世主イ エ ス の慈悲を受けて い る ｡ ｢ ル カ伝+ 2 2 章3 2 節 で キ

リス トは ペ テ ロ の信仰がなくならない ように祈 っ た , と言 っ たがそれは神の慈

悲の偉大さと罪深 い魂 へ の キリ ス トの愛を表して い る
(3 3)
｡ 慈悲深 い キリ ス トが

絶えず側に い る ことを思 い 出すことは悩め る魂とおびえた良心 に強い 慰めを与

えずには い られな い と c r as h a w は述 べ るが , こ れ はヴ ァ ー ジ ニ ア植民者にと っ
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て揺る ぎの な い 自信と勇気を与える ことになる ｡ なぜならヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民者

は神の言葉を伝えにヴ ァ
ー ジニ ア - 行くの であり , 心 の改宗を終えて おり, し

かもキリス トが絶えず味方として背後に い るからである ｡ キリ ス トを味方にす

ればヴ ァ ー ジニ ア植民が失敗する ことはありえな い ｡

A n d t o m a k e ap pli c ati o n
･

･ It m ay y e el e d u s m u c h s ati sf a cti o n w h
o a r e l n g a g e d i n

thi s p r e s e n t a c ti o n [ v irgi ni a pl a n t ati o n] , t o c o n si d e r th at th o u g h s at a n s e ek e t o m a
k e

u s d e s si st
,
a n d b e c a u s e h e c a n n o t , th e r efわr e w ill h u rt u s , b y all hi s p o w e r - ･ y e t w e

h a v e C h ri st J e s u s o n o u r sid e , w h o s e ki n g d o m e w e a r e t o i nl a rg e : w h o s e l o v e t o bi島

c hil d r e n i s s u c h , th at e v e n th e n w h e n s at a n sift s t h e m m o s t n a r r o w l y , h e w
ith hi s

p r ai s e s i s m o s t n e e r e th e m f o r th eir a s s
i st a n c e : A n d th e r ef o r e w e d o u b t n ot , b u t th at

s e e i n g S at a n i s n o w s o b u si e t o sift u s b y all di s c o u
r a g e m e n t s , a n d b y sl a n d e r s , f al s e

r e p o rt s , b a c k w a rd n e s s e of s o m e , b a s e n e s s e
o f o th e r s

,
b y r a l S l n g O bj e cti o n s a n d

d e vi si n g d o u b t s , e n d e a v o u r s t o d a[ u] n t u s , a n d s o t o b et r a y th e b u si n e s s e th at G
o d

hi m s elf e h ath p ut i n t o o u r h a n d s :
(34)

サ タ ン が い か に植民者を邪魔しようとしても絶えずキリ ス トが近くに い て彼ら

に援助の手を差し伸 べ て い る ｡ 上記の引用文で の
"

ap pli c ati o n
”

に注意した い o

c r a s h a w は ｢ ル カ伝+ をヴ ァ
ー ジ ニ ア植民に適応して い る の で ある ｡ ｢ ル カ伝+

にお い て ペ テ ロ へ の試練に屈しな い ようと の キリ ス ト の祈りがあ っ たように ,

ヴ ァ ー ジ ニ ア植民にお い てもサタ ンが い か に植民を妨宮しようともキリス トは

植民者の ために祈 っ て くれる ｡ キ リ ス トの ペ テ ロ - の 祈りから知るもう
一

つ

は , 真に改宗し恩寵 へ と よばれる キリ ス ト教徒は完全に最終的に堕落する こと

はありえな い と いう こと である ｡ さら にキリス ト教徒が恩寵に与る真の原因は

我 々 の力とか信仰の 完全さ で はなく , あくま で もキリ ス トの慈悲にある ｡ ｢ ル

カ伝+ か ら知る最後 の点は , 我々 を堕落から支えてくれる の は キリ ス ト慈悲と

真実で ある こ と で ある ｡ C r a sh a w は ｢ ル カ伝+ 2 2 章32 節 から学ぶ
べ き ことと し

て以上 の 4 点をあげるが, 彼は い ずれもキリス トの 慈悲を強調して い る ことが

わかる ｡ 我 々 が生きて い る の はキリ ス トの慈悲の お陰である ｡ キリス ト の
ペ テ
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ロ へ の 祈りは ペ テ ロ に だけ通用する の で はなく ペ テ ロ の ように信仰 の 弱 い 人

間 , や やもすればサ タ ン の手に落ちそうな人間す べ て に言える ことな の で あ

る ｡ ペ テ ロ は キリ ス トの祈りによ っ て信仰心を持続できたが, キリ ス トと ペ テ

ロ の 関係は彼らだけ の 関係で はなく , ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民者との 関係にま で及

ぶ ｡

｢ ル カ伝+ 2 2 章3 2 節 の後半の ｢ あなたが立ち直 っ たときには , 兄弟たちを力

づけて やりなさ い+ に つ い て の C r a sh a w の 解釈 の ポイ ン トは ｢改宗+ で あ る ｡

利益を求め て ヴ ァ ー ジ ニ ア へ 行く者はまだ ｢ 立ち直らな い+ 人 で , 世俗自勺で ,

聖別され て い な い 人 である ｡

立 ち直 っ た人, 即ち改宗した人は次に他人に善を施すこ とが できる ｡ c r a sh a w

は ヴ ァ ー ジ ニ ア へ 行く人は普通 の 人 で はなく特別に神から聖別された人 である

と いう ｡ 植民者は神から選別されて初め て ヴ ァ ー ジ ニ ア へ 行く ことが できる ｡

聖 別されな い 人には他人を改宗する資格はな い ｡ C r a sb a w が 改宗した人と言う

とき , そ れは どの ような人を言うの か ｡ c r a s h a ､Ⅴ は改宗した人に つ い て 以下 の

ように言う ｡

･ ･ . w h e n a m a n i s c o n v e r t e d
,
h e is i n a n e w m o uld

,
fl e s h a n d bl o u d n o l o n g e r b e a r e r ul e

i n hi m
,
a n d h e e bid s b att ell a n d st a n d s i n o p p o siti o n a n d d e fi a n c e w ith all s u c h c a r n all

r e s ol u ti o n s a s thi s i s .

( 35)

改宗するとは新し い 人間に生まれ変わる ことを意味し, ｢ 血 と肉+ に はもはや支

配されず, 物欲的な人と絶えず戦うの で ある ｡ ピ ュ ー

リ タ ン に は特に劇的な改

宗を体験した人が多 い が , ピ ュ ー リ タ ン的考えをも つ C r a sh a w もさか ん に ｢ 改

宗+ を強調する ｡ キリ ス トと改宗した人との 関係にに つ い て C r ｡ s h a w はさらに

次の ように言う｡

A c h ri siti a n c o n v e r t e d h at h h old o f G o d b y hi s f aith a n d l o v e : G o d h ath h old of hi m b y

hi s et e rn all el e cti o n a n d c o v e n a nt o f g r a c e a n d b y th e l o v e h e b e a r s hi m i n C h ri st:
(3 6)
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改宗したキリ ス ト教徒は信仰と愛に より神を つ か ん で離さ か
､
｡ 神は神で永遠

の選びと恩寵の約束とキリ ス ト - の 愛に よ っ て改宗した キリ ス ト教徒を離すこ

とはな い ｡ 改宗したキリ ス ト教徒と神との切 っ て も切れな い 親密な関係が両者

にはある ｡ だからたとえ我々 が神か ら離れようとも神は手放して はくれな い ○

- th o u g h w e l et g o e th e h ol d w e h a v e of G o d , G o d w ill n e v e r
l et g o e th e h ol d h e b ath

o f u s; b u t i n th at l o v e h e b e a r e s u s , h e still u p h old s u s; a n d s o w e st a n d n o t b y o u
r o w n

s tr e n g th b u t b y th e g r a c e a n d m e r ci e of G
o d

,
w h o li k e t h e st r o n g e r m a n h ol d s u s , a s

w e s h all n o t d e p a rt fr o m hi m ･

(3 7)

一 旦改宗した人は 二 度と神の手か ら離れる こ とは でき か
､
｡ 真 にキリ ス ト教徒

になる ことは神と親密な特別な関係を結ぶ こと である ｡ そ の ような特別な関係

の中 でキリ ス ト教徒は他 の 人を改宗 へ と向けさせ , その 人が又他の人を改宗さ

せ
, 次々 と輪が広が っ て いく ｡ c r a sb a w が改宗を強調する の は裏を返せ ばキリ

ス ト信者の拡大によ っ て 強固なキリ ス ト教王国を建設した い から である ｡

｢ ル カ伝+ 2 2 章32 節を c r a sh a w が説教 の テ
ー マ に取り上 げた理由は何だ っ た

ろうか ｡ また , ｢ ル カ伝+ の ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民 へ の 適応は どうなる の か ｡ こ の よ

うな問題を考えるとき以上 にも見たようにキリ ス トの ペ テ ロ へ の とりなしは

ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者 へ の とりなしとな っ てくる ｡ ペ テ ロ はキ リ ス トから祈 っ て

も らうま で は強 い 人 で はなか っ た ｡ サ タ ン に感嘆に誘惑されそうな人で あ っ

た ｡ しか しキリ ス ト の祈りによ っ て ペ テ ロ は立ち直 っ た で ある ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア

植民者に期待する ことは ペ テ ロ 同様 ｢車ち直る+ こ と で ある ｡ 立 ち直 っ て初め

て彼らはヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者として の力を得る ことになる ｡ C r a sb a w は ｢ ル カ

伝+ に基づ き, それをヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 - 直接適応する こ と はな い ｡ た だ ｢ ル

カ伝+ の
一

節の解釈から人が立ち直 っ て , 神と の 親密な関係を結ぶ ことの 重要

性を説 い て い る の である ｡ しか し ｢ ル カ伝+ 解釈が全くヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民と無

関係であるかと い えばそうで はなく, そ の解釈は間接的に植民者の植民に対す

る心構えと関わ っ てくる の である ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民者は単なる経済的な動機

からヴ ァ ー ジ ニ ア へ 行く の で はな い ｡ 彼 らに はそれ以外の明確な植民 の使命が
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あり, それは言うまでもなく異教徒改宗である ｡ その た め に植民者に求め られ

る の は植民者自らの改宗である ｡ 植民者の改宗なくして原住民の改宗はありえ

か ､ ｡ ｢ ル カ伝+ から考えられる適応 は以上の ような適応 である ｡ とすれば ペ テ

ロ は ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者となる ｡ ペ テ ロ がキリ ス トからの神 へ の とりなしの祈

りによ っ て 立ち直 っ た ようにヴ ァ
ー ジ ニ ア植民者も神か らの祈りによ っ て 立ち

直る ｡ そして ペ テ ロ が立ち直 っ た結果として , 以後キリ ス ト教普及の ために奔

走したようにヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者もヴ ァ ー ジ ニ ア で異教徒イ ン デ ィ ア ン の 改宗

に従事する ことになる ｡ ｢ ル カ伝+ 22 章3 2 節をヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ の 適応 はお

およ そ こ の ようなもの となる ｡ しかし c r a s b a w の 適応は s y m o n d s ほ ど明白な

適応とはな っ て い な い ｡ C r a sb a w にと っ て最大の関心事は植民者の改宗で あ っ

た ｡ そ して改宗した植民者による原住民改宗であ っ た ｡ c r a sh a w は s y m o n d s の

ように図式的に聖書をヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ 適応する こと はしな い ｡ こ の 後 で論

ずる D o n n e の 説教も s y m o n d s 同様聖書を ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民 へ は っ きりと適応

するが , c r a s h a w は ｢ ル カ伝+ の ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ の適応は行わな い ｡ こ れ

はなぜだろうか ｡ 考えられる
一

つ の 理由は c r a sb a w が 余りにもキリ ス ト教に対

して 情熱を抱き, そ の た め に客観的に ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民を見る ことが できな

か っ たの で はな い かと い う こと で ある ｡ ピ ュ ー リ タ ン 的道徳感の 強 い 宗教人

だ っ た c r a sb a w はヴ ァ ー ジ ニ ア 植民を突き放して見るとは できなか っ た ｡ も し

C r a s h a w に s y m o n d s や D o n n e の ような冷静な観察力が備 わ っ て い た な らば

C r a s h a w も｢ ル カ伝+ 以外にヴ ァ ー ジ ニ ア 植民により符号する聖書の 一

節をとり

あ げて , 十分 な適応 に よ り ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 を擁 護 で き た は ず で あ る ｡

C r a sb a w の性格からして C r a sh a w は図式め い た適応にはそれほ どの 興味を示さ

なか っ たかもしれな い ｡ それ よりも聖書に つ い て
.
の 博学を示せ ばそれ で十分

だ っ たの で ある ｡ 聖書ヴ ァ ー ジ ニ ア植民 へ の適応がどの ように行われ るか に興

味津 々 だ っ た聴衆には c r a s b a w の 説教は い ささか肩すかしをくらうような説教

とな っ て い ると言 っ て も よ い ｡ 聴衆は い かにして C r a s h a w が｢ ル カ伝+ をヴ ァ ー

ジ ニ ア植民に適応するかを期待して い た であろうが , c r a s b a w は それを行わな

い
｡ 前年16 0 9 年の S y m o n d s の 説教に言及するくら い だから, ヴ ァ ー ジ ニ ア植民

説教がどの ようなことを説教すればい い の か c r a s血a w は十分理解して い た はず
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で あ る ｡ な の に Ci a s h a w は ヴ ァ ー ジ ニ ア 説教 の定石を完全 に守る こ とはしな

か っ た｡ .c r a s b a w の 説教は余りにも聖書に深入りしすぎたがため にヴ ァ
ー ジ ニ

ア植民 へ の 適応がおろそかにな っ て しま っ た説教であ っ た ｡

｢ ル カ伝+ の ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 - の 適応は成功したとは言えな い が , c r a sh a w は

他 の と こ ろ で は聖書を引き合 い に出し, ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を擁護する の で あ

る ｡ 例えば, ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を蒔跨させて い た こと の

一

つ に植民事業が合法

的か否かの問題があ っ た｡ こ れ に対して C r a s h a w は , キリス ト教徒は異教徒に

は何も不正は働かな い と言 っ て , ｢ 創世記+ 2 3 章の ア ブラ ハ ム の妻サ ラ の死 に際

して の異境の地における埋葬を取り上げ, ア ブラ ハ ム の 紳士然とした行動を引

き合 い に出す
(38)
｡ ある い はヴ ァ ー ジ ニ ア植民 は原住民のイ ン デ ィ ア ン から言わ

せれば彼らの土地 へ の侵入 であるが , ヴ ァ
ー ジ ニ ア 入植は彼らの土地を奪うた

めではなく, 彼らに霊的なもの を与えるため であると言 っ て , ｢ コ リ ン ト人 へ の

第
一 の (信徒 へ の) 手紙+ 9 章1 1 節を援用する

(39)
｡ また, ヴ ァ

ー ジ ニ ア へ の 航海

に際して の海の 波や雨に つ い て は ｢ エ レ ミ ア+ や ｢ 詩編+ を引用し , 海も風も

サタ ン の手にある の で はなく , す べ て 主 の意の まま であるから, 何ら恐れる こ

とはな い と言う
(40)
｡ ヴ ァ

ー

ジ ニ ア 植民者が最も懸念した植民者の 数の少なさに

つ い て は , 多くの偉業はす べ て少な い 数から始ま っ たと言 い , エ ジ プトにおけ

るイ ス ラ エ ル 人 の数の 少なさを ｢申命記+ や ｢ 出 エ ジプト記+ から引用する
(41)
｡

あ る い は ダビデ の王国は4 00 人から始ま っ た と言 っ て , ｢ サ ミ ュ エ ル記+ を引用

してすら い る
(42)
｡ c r a s b a w は, ヴ ァ ー ジ ニ ア植民を聖書から援護した後で次の

ように ｢ 旧約+ イ ス ラ エ ル 人をヴ ァ - ジ ニ ア植民者に適応する ｡

N o w h o w fitly thi s st o ri e r e s e m bl e s th e p r e s e n t b u si n e s s e[ v i rgi ni a pl a nt ati o n] w e h a v e

i n h a n d
,
I l e a v e it to o th e r s t o m ak e ap pli c ati o n of th e p a rti c ul ar s ･ I o n el y s ay th u s

m u c h :

T h e I s r a elit e s h ad a c o m m a n d e m e n t fr o m G o d t o d w ell i n C a n n a n , w e h a v e l e a v e t o

d w ell i n Vl
'

rgi ni a : th e y w e r e c o m m a n d e d t o kill th e h e ath e n , w e a r e f o rbid d e n t o kill

th e m
,
b u t a r e c o m m a n d e d t o c o n v e r t th e m : th e y w e r e m ig h ty p e o pl e , o u r a r e

o rdi n a ri e s : th ey a r n e d , o u r s n a k e d : th ey h a d w all e d t o w n s , o u r s h a v e s c a r c e h o v el s t o
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c o v e r th e m : th at l a n d fl o w e d w ith m ilk e a n d h o n i e , o u r a b o u n d s w ith a s g o o d o r

b ett e r : th ey s e n t m e n t o s e a r c h th a t , s o w e d o s e a r c h this : . . .

(43)

C r a sh a w は聖書の記述とヴ ァ ー ジ ニ ア 植民と の類似点, た とえば, イ ス ラ エ ル

人の神か らの カ ナ ン居住許可とヴ ァ ー ジ ニ ア植民 の ジ ェ ー ム ズ ー 世 か ら の 許

可 , に言及するが , イ ス ラ エ ル 人よりも ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者が , カ ナ ン よりも

ヴ ァ ー ジ ニ ア が優れて い るとすら言う｡ c r a s h a w は ｢ 旧約+ の イ ス ラ エ ル 人と

ヴ ァ
ー

ジ ニ ア植民者に対応 関係を見出して い る . こ れ は タイポ ロ ジ ー 的 に言え

ば, ｢ 旧約+ の イ ス ラ エ ル 人がジ ェ ー ム ズ ー

世時代 の ヴ ァ ー ジ ニ ア植民者の予型

とな っ て い る ｡ こ の ように C r a s h a w は最初 ｢ ル カ伝+ を ヴ ァ ー ジ ニ ア植民に適

応 したが , 更に ヴ ァ
ー

ジ ニ ア植民が直面した様々 な問題を解決する方法と して

他 の聖書をも利用 して い る ことが理解できる ｡ しか し c r a sh a w の ヴ ァ ー

ジ ニ ア

植民者励行の根幹を成すの は ｢ 旧約+ の イ ス ラ エ ル 人の歴史で あ っ て , そ の 歴

史を繰り返して い る の が ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者であると い う認識で あ っ た ｡ イ ス

ラ エ ル 人 はそ の歴史にお い て 多く の困難に直面し, 王国消滅の危機にも遭遇し

た｡ しかし
, イ ス ラ エ ル 人が困難な状況にあれ ばある ほ ど神は彼らに援助の 手

を差し伸 べ , 彼 らを救 っ てくれた ｡ イ ス ラ エ ル 人はい わば神の 選民と して つ い

に王国の繁栄 へ と至 っ た ｡ こ の ようなイ ス ラ エ ル 人の が歩ん だ歴史と同じ歴史

をヴ ァ ー

ジ ニ ア植民者は歩ん で い る ｡ 神か ら特別な慈悲を受けたイギリ ス 人は

神の選民と して ヴ ァ ー ジ ニ ア に赴く の である ｡ 彼らの行く手に は多く の 困難が

待ち受けて い る が, 何も恐れる こと はな い ｡ な ぜなら神が耐えず彼らを助けて

くれるから である ｡ c r a s h a w の 説教は こ の よう に聖書 のイ ス ラ エ ル 人をヴ ァ ー

ジ ニ ア植民者に適応する ことにより, 植民者の不安や蒔措心を取り払おうとす

る ｡ ヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民者は c r a sh a w からすればキリス ト の使徒 ( A p o stl e) で あ

る
(44)
｡ キリ ス トの使徒たち に課せ られた最大の任務は異教徒 - の キリ ス ト福音

布教であ っ たが , ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者に課せ られた使命も同様キリ ス ト教 の 異

教徒 - の 布教 である ｡ c r a sb a w は説教 でまさしくヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者の 宗教的

使命を高らか に宣言したの である ｡
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3 . + o h ロ D o n n e

1 6 2 2 年1 1 月13 日 , J o h n D o n n e は ロ ン ドン
･ ヴ ァ ー ジ ニ ア会社の要請を受け,

説教を行 っ た ｡ ヴ ァ
ー ジニ ア会社は本来ア メ リ カ ･ ヴ ァ ー ジ ニ ア の植民を目的

として作られた会社であるが, 当時の著明な説教家に会社を擁護する説教をし

てもら っ て い る ｡ 1 6 2 2 年1 1月1 3 日 , D o n n e は会社 の要請を受け入れ, それま で

の慣行に従 い 会社を擁護する説教を行 っ た｡ 1 6 2 2 年と言えば, ヴ ァ
ー ジ ニ ア 会

社が植民活動を始め て から1 6 年経 ており, 会社解散の 2 年前 である ｡ ヴ ァ
ー ジ

ニ ア植民は こ の 間様々 な困難に直面し, p o n n e が 説教を行 っ た1 62 2 年 3 月 に は

イ ン デ ィ ア ン に よ る入植者殺戟事件があり, ロ ン ドン の ヴ ァ
ー ジ ニ ア 会社関係

者及び
一

般人 に衝撃を与え, ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 へ の熱意が急速に冷え つ つ あ っ

た 時期で あ っ た ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア 会社側 は改め て会社の 命運と植民 へ の 決意を

D o n n e の 権威にすがりながら表明する ことになる ｡ D o n n e の 数多くの説教の 中

で も特に良く知られて い る こ の説教は い わゆる
"

p r o m oti o n al lit e r a t u r e
”

の 一 環

をなすも の で あるが , 我 々 は こ の説教から D o n n e の 説教方法, 当時会社が抱え

込ん で い た諸問題, 及 び
- ナ シ ョ ナリ ス トと して の D o n n e の

一 面を知る こ と に

なる ｡ D ｡ n n e は聖書を援用しながら使徒的使命を植民者に課す
一

方 で , 会社 の

商業的活動をもまた論じ, 英国の植民地政策を擁護する ｡ D o n n e の 説教の レト

リ ッ ク で ある聖書の ｢ 適応+ を中心 に し
■

て ヴ ァ ー ジ ニ ア 説教を論じて い きた い ｡

D ｡ n n e が説教する にあたり取り上 げた説教の
一 節 はイ エ ス が弟子達 へ の 約束

と命令を記した ｢ 使徒行伝+ 1 章8 節 である ｡

B ut y e e s h all r e c ei v e p o w e r , a 鮎 r th at th e H ol y G h o st i s c o m e u p o n y o u ,
a n d y e e sh all

b e w it n e s s e s u n t o m e b o th i n J e r u s al e m , a n d i n all J u d e a , a n d i n S a m a ri a , a n d u nt o t h e

u tt e r m o s t p a rt of th e e a r th .( あなたがたの上に聖霊が降ると, あなたがたは力を受

ける ｡ そ
･

し て , エ ル サ レ ム ばかり で なく ,
ユ ダヤ とサ マ リ ア の 全土 で , ま た ,

地 の果て に至るま で , わ たしの 証人となる ｡)+
( 4 5)

D o n n e の 説教 の目的は , こ の
一

節をヴ ァ ー ジ ニ ア植民に適応 し, ヴ ァ
ー ジ ニ ア

会社関係者及び
一

般 の植民に関心を寄せ て い る人達 の不安や懸念を払拭する こ
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と で ある ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア会社と いう商業的性格の 強い株式会社に投資家や植民

者が何を期待して い たかを察する ことはそれ程困難ではな い ｡ 彼らが何よりも

望み期待して い たの は言うまでもなく ｢利益+ で あ っ た｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア会社が

その植民地政策により ｢利益+ を第
一

の 目的として い た ことは会社設立当初か

ら明確であり, 投資家たちも自らの投資の還元を期待して い た の で あり, 植民

者も｢ 地上 の楽園+ ヴァ ー ジ ニ ア で の物質的成功を夢見て い た｡ と こ ろ が D ｡ n n e

が行 っ た説教は ｢利益+ と いう会社の第 一 の 目的を 二次的に考え , 会社にと つ

て は ｢ 利益+ で はなく , ｢ 福音伝道+ がその 主なる目的で ある こ とを強調する ｡

そ の ため に D o n n e が と っ た方法は使徒行伝の 一 節 の ヴ ァ ー ジ ニ ア会社 へ の 適

応で ある ｡ こ の 適応によ れば植民者は ｢( 使徒達と) 同じ舞台の役者
(4 6)
+ と な

り , 使徒達にと っ て こ の 世 の 果て が福音伝道の場で あ っ た と同様, 植民者に

と っ て もこ の 世の果て , ヴ ァ ー ジ ニ ア が彼ら の舞台となる ｡ そ して ｢ 使徒達の

行 い+ を演じ, ｢ 暗や み の中に座 っ て い る異邦人に光となり, 海を越え て キリ ス

トの名を運 ぶ
(47)
+ こ とが彼らの 第

一

の 任務となる ｡ D o n n e が説教を行 っ た年の

3 月 にヴ ァ ー ジ ニ ア でイ ン デ ィ ア ン によ る植民者大虐殺事件
(48'
が あり, 英国内

で は反イ ン デ ィ ア ン感情が高まり つ つ あ っ たが , D o n n e は 無暗に反イ ン デ ィ ア

ン感情を煽る ことはしな い ｡ 逆に, D o n n e は ｢ 使徒+ として の使命をヴ ァ ー ジ

ニ ア植民者に課し, 彼らに ｢使徒達の行 い を演ぜよ+ と述 べ , 植民者の行動の

規範を使徒達に求める の である ｡

こ の よう に D o n n e は使徒行伝 1 章8 節を巧み にヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者会社に

適応し, 植民者の使徒的使命を明確にするが , 更に , その 前の 7 節をも同様に

適応 し, 会社 の宗教的使命を強調する ｡ 1 章 7 節でイ エ ス の昇天 の際に弟子達

が ｢ 主 よ , イ ス ラ エ ル の ため に国を復興なさる の は こ の時な の ですか+ と聞く

が , それに答えてイ エ ス は ｢ 時期や場所は父が御自分の権威によ つ て定め て お

られる の で あ っ て , あなたがた の知る 限りではな い+ と述 べ る ｡ そ の後に冒頭

の
一

節が続く｡ こ こ で はイ ス ラ エ ル の復興と いう世俗的な王国の建設をイ エ ス

に要求する弟子はヴ ァ ー ジ ニ ア で の経済的な繁栄, 物質的な利益を期徒する植

民者とな っ てくる ことは言うまでもをい ｡ 現世的な王国をせがむ弟子達とそれ

に答えるイ エ ス との関係を D o n n e は次の ように述 べ る ｡
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… s o m e 血i n g t h e A p o stl e s b a d r e q 血 e d , w hi c h m ig h t n o t b e e h a d : n o t th a t; A n d it i s

a n i n cl u si v e w o rd ; s o m e th i n g C h ri st w a s pl e a s d t o a ff o o rd t o th e A p o stl e s , w hi c h th e y

th o u g h t n o t o f; n o t th at , n ot th at w hi c h y o u b e at u p o n , B ut , b u t y et , s o m ethi
n g el s e ,

s o m ethi n g b ett e r th e n th at , y o u s h all b a v e ･
(4 9)

``

s o m e t bi n g th e A p o stl e s h a d r e q ui r e d
''

と はイス ラ エ ル王国の復興をさすが , イ エ

ス はそれを使徒達に約束しなか っ た｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民者にと っ て は, 使徒た

ちと同様に ｢福音伝道+ こ そ第
一

に考える べき こと であ っ て , 物質的な繁栄は

考える べき ことで はな い ｡ イ エ ス の弟子達にと っ て こ の 世 の王国 で はなく, 神

の国建設がその最終日標であ っ たと同様, ヴ ァ
ー

ジ ニ ア 会社植民者も現世的王

国, 物質的繁栄をヴ ァ
ー ジ ニ ア で求める べ き で はな い ｡ 異境における神の国の

建設及び異教徒の キリ ス ト教 へ の改宗こそをそ の第
一 の 任務としなければなら

な い ｡ D o n n e は次の ように言う｡

l et n o t th e ri c h e s a n d c o m m o diti e s o f thi s Ⅵわrld , b e i n y o u r c o n t e m pl ati o n i n y o u r

a d v e n t u r e s
,
O r

,
b e c a u s e th e y a s k e m o r e , W ilt th o u n o w r e st o r e t h at? n o t y et; If I w

ill

g l V e y O u ri c h e s , an d c o m m o diti e s o f th i s w o rld , y et if I d o e it n o t at fi r st , if I d o e it n o t

y et , b e n ot y o u di s c o u r a g ed ; y o u sh all n ot h a v e th at th at i s n o t G o d s 丘rst i n t e n ti o n ;

an d th o u g h th at b e i n G o d s i n t e n ti o n , t o g l V e it y o u h e r e aft e r , y o u s h all n ot h a v e it

y et;
(50)

こ こ で D o n n e は ｢ 現世の富とか利益を投機に際しては考えるな+ と言う｡ なぜ

かと いえば現世の富とか , 利益は神 の 最初の意図にはな い か ら で ある ｡ D o n n e

か らすれば植民者は使徒的な使命と任務とをたづさえて ヴ ァ
ー ジ ニ ア ヘ 行くの

である ｡ D o n n e は会社 の宗教的性格を意図的に浮かび上がらせ , 投資家や植民

者が切望 して い た物質的利益に は触れな い ようにして い る ｡ そ して , 利益 や世

俗的王国に未だ関心を抱 い て い る人には早く心を入れ替えるように勧める ｡ 更

には, ｢ 即座 の利益+ , ｢ 急 に裕福になる方法+ , ｢ ヴ ァ
ー ジ ニ ア からの多量 のす べ

て の望ま しい 産物+ を自己本位に考える人は言わば自己充足者で あり, 誰をも
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必要と しな い 人 である ｡ そ の ような人は現世的な主にも等し い 人 であり, 正 し

い 道にはな い ｡ で は どの ような人がよ い か言えば , ラ ッ パ , ナイ フ , 手斧と同

じ程ヴ ァ
ー ジ ニ ア原住民 の 間 で素晴らしい 製品となる教理問答を現地に持 っ て

い く こと の出来る人, 又 , ヴ ァ
ー

ジ ニ ア か らの船が英国に帰る際に何人のイ ン

デ ィ ア ン がキリ ス ト教徒 に改宗したか を船が どん な木材, 薬種, 染料を持ち

帰 っ たかと同じ程考えて い る人なの である
(5 1)
｡
つ まり物質的な利益だけでなく

異教徒の改宗をも同時に考えて い る人は正 し い 人なの で ある ｡ そして自由な生

活や富は聖書で 除外されて い る地上 の王国の特徴であり, キ リ ス トの弟子達は

そ の ような王国を求め る ベ き で はなか っ た ｡ だからヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者も自由

や豊かさに代表される ｢ 地上 の 王国+ をヴ ァ ー ジ ニ ア に求める ベ き で はな い と

結論づ ける
(5 2)
｡

こ の ように D o n n e は聖書をヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 に適応しながら投機目的の聴

衆に対して植民の使徒的使命を明確にし, ｢ 使徒+ として の使命をヴ ァ ー ジ ニ ア

に果たすことを聴衆に訴える ｡ 株資家や植民者の 目的は使徒同様福音の伝道と

異教徒 の改宗である ベ き で , 利益がその 日的とな っ て は い けな い ｡ なぜならそ

れは聖書に先例が見られな い から である ｡ しか しながら, ヴ ァ ー ジ ニ ア 会に対

して ｢ 利益+ を捨て , ｢ 福音+ にの み専念せ よと説くことは商業的性格 の 強 い 会

社の実状を考えると余りにも理想的すぎる ｡ しか し, 人々 の最大の 関心事で あ

る ｢利益+ 抜き の説教で は会社が D o n n e に説教 の依頼をした意味がな い ｡
一

見

したと こ ろ D o n n e の 説教は非常に宗教的色彩の 濃い伝道説教に見えるが , よく

見てみ るとそ こ で D o n n e は極め て巧妙に ｢ 利益+ の問題を扱 い , しかもそれを

聴衆に確約して い る の が わ か る ｡ ヴァ ー ジ ニ ア 会社から依頼された当時の 著名

な説教家が直面したの は い かにして会社 の 商業的性格を宗教的性格にま で高め

るか であ っ た ｡ D o n n e はそ れを聖書の適応 によ っ て巧み に ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 の

本来の 目的を変えようとした ｡

使徒行伝の 1 章7 節で弟子達がイス ラ エ ル 王国の復興をイ エ ス に願 っ たの に

対し, イ エ ス は神の 国が い つ 実現される の かを神に問う こと は出来な い と言

う｡ それ は神 の みが知ると ころであ っ て , 我 々 の知ると こ ろ で はな い から で あ

る ｡ それ に触れ て D o n n e は次の ように言う｡
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W h at s o e v e r th e r ef o r e C h ri st i n t e n d ed t o hi s A p o stl e s h e e r e , b e e w o uld n ot g l V e it

p r e s e n tly , n o n a d h u c , h e e w o ul d n ot bi n d e hi m s elf e t o a c e rt ai n e ti m e , N o n e s t

v e s t r u m n o s s e t e m p o r a , It b el o n g s n ot t o u s t o k n o w G o d s ti m e s ･

(5 3)

こ こ で n o n a d h u c と い う言葉が D o n n e の 論理展開上極め て 重要な語句となる

こ と に注目した い ｡ な ぜなら神はすぐにはイ ス ラ エ ル 王国の復興を約束はしな

い が , それ は ｢ まだな の である+ からである ｡ こ れ は裏を返せ ばい ずれは神は

イ ス ラ エ ル 王国 の復興を実現して くれる こ とを意味する ｡ た だ神 の約束が実現

されるま で は時間がかかるだけな の で ある ｡ 神 の 約束が い かに時間を要するか

を示すため に D o n n e は聖書から様 々 な例を引 い て くる
(54)
｡ そ して , たとえ失

敗 , 困難, 障害等様々 な悪条件が重な っ て 会社が危機に接しても神は幾度も援

助の 手を差し伸 べ てくれる ｡ 丁度, ノ ア の 大洪水後にも依然として , 神は人類

に暖か い 目を注 い でくれたように , 即座 にヴ ァ
ー ジ ニ ア植民から何も利益がな

い とか同僚が帰国しな い とかイ ン デ ィ ア ン に よ る大虐殺があ っ たか らと言 っ て

も決して失望する ことはな い , 動物は大きければ大き い ほ ど長く母の胎内に い

るも の だ, と性急な結果を望む人たちに辛抱強 い 忍耐を ダ ン は説く｡ 神がゆ っ

くりと時間をかけてイ ス ラ エ ル 王国を地上に築き上 げたようにヴ ァ
ー ジ ニ ア 会

社も ( い つ か はわからな い が) い ず れ は報われる時がくる ｡ 今 はた だキリ ス ト

の 教えを広め る こ と に専念せよ , そうすれば結果は い ずれ自ずと明らかにな

る ｡ D o n n e は こ の ように聴衆に熱弁をふるう｡

しかしながらヴ ァ ー ジ ニ ア 会社 の株主とな っ た聴衆の 関心が ｢現在+ の 即座

の利益の還元 にある ことには変わりな い ｡ 確か に ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民を取り巻く

現状は厳し い 状況にあるが , ヴ ァ ジ ー ニ ア 植民は現に多く の こ と に役立 っ て お

り , 植民計画を断念する必要はな い ｡ 死刑囚, 軽犯罪者にと っ て ヴ ァ
ー ジ ニ ア

は 再生 の場を提供して おり, 又 , 植民計画により水夫が職を得 , 雇用 の機会が

増加 し, 国内の 失業問題解消に貢献して い る ｡ 更に は販売可能な産物が英国に

送られ て き , 今や英国は カ トリ ッ ク教側の 羨望の 的とな っ て い る ほ どである ｡

国内外の様々 な社会的, 経済的, 宗教的諸問題をヴ ァ
ー ジ ニ ア植民は解決して

くれ, しかも宗教上の 大敵カトリ ッ ク教側をも
-

歩リ ー ドした形で植民は進ん
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で い る ｡ D o n n e は説教家と いうより
一 人 の愛国者の 立場に立ち , ヴ ァ

ー ジ ニ ア

植民を全面的に支持する ｡ こ れは又, D o n n e の ジ ェ
ー ム ズ ー

世 へ の忠誠, 支持

の表明でもある ｡ こ の ように D o n n e は決して ｢ 利益+ を否定はしな い ｡ そ れは

やが て は手に入る の だから何も心配する必要はな い ｡ それ で は今すぐに手に人

るも の はな い の であろうか ｡ 聴衆が 一

番聞きた い の は まさにそれ であろう ｡

D o n n e によ れば使徒達は こ の 世 の王国を手に い れる こと は出来なか っ た が , 確

実に手に入れたも のがあ っ た｡

A ll th at y o u w o ul d h a v e b y thi s Pl a nt ati o n , y o u sh all n ot h a v e ; G O D bi n d e s n o t

hi m s elf e t o m e a s u r e s; A ll th at y o u s h all h a v e , y o u h a v e n o t y et; G O D bi n d e s n o t

hi m s elf e t o ti m e s , b u t s o m ethi n g y o u s h all h a v e; n a y , y o u h a v e alr e ad y , s o m e g r e a t

t hi n g s; a n d o f th o s e th at i n th e T e x t i s , T h e H oly G h o st s h all c o m e u p o n y o u ･

(5 5)

確実に手に入るもの とは何かと いうと聖霊がや っ て き て , 良心が改められ,｢ 力+

を得る こと である ｡ こ の ｢ 力+ は必ずや手に入る ｡ な ぜ か と言えばイ エ ス は弟

子達に向か っ て , 聖霊が下るとき彼らは ｢力+
_
を受ける と ｢使徒行伝+ で 言 っ

て い る から である ｡ で はどうすれば聖霊はや っ て くる の か｡ ｢ 福音+ を広めた い

と いう衝動を自らの なかに見 い 出しさえすればよ い の で ある ｡

w h et h e r t h e e x a m pl e a n d p r e c e d e n t of ot h e r g o o d m e n , o r a p r o b abl e i m a g l n a ti o n o f

f u tu r e p r ofit o r a w illi n g n e s t o c o n c u r r e t o t h e v e x ati o n of th e E n e m i e , w h at c oll at e r all

r e sp e c t s o e v e r d r e w th e e i n , if n o w th o u a rt i n , th o u a rt i n , t h y p r l n C IP all r e sp e ct b e t h e

gl o ry o f G o d , th at o c c a si o n , w h at s o e v e r i t w a s , w a s v e hi c ul u m S p i rit u s S a n c ti , th at

w a s th e P et a r d
,
th at b r o k e o p e n th y lr o n g at e , th at w a s th e C h a ri ot , b y w hi c h h e e n tr e d

i n t o t h e e , …

(5 6)

神 の栄光を主なる関心事とすれば聖霊 は人を選ばず, 誰に でもや っ てくる ｡ 聖

霊な どと いう霊的な存在に対して果たして それが各人にや っ てくる のかは利益

目的 の 聴衆にはなはだ疑わしい と こ ろ で ある が, D o n n e は聖書を援用 し, まず

0 3 6
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神 の 栄光を考えれば聖霊 はや っ て くると断言し, 聴衆を安心 させ る ｡ そ して

｢ 聖霊+ と ｢ 利益+ と の関係に つ い て次の ように述 べ る ｡

… a n ° n o w b e e is f all e n u p o n t h e e , if t h o u d o n ot D ep o s e (1 a y
' a sid e all c o n sid e r ati o n

of p r ofit f o r e v e r , n e v e r t o l o o k e
f o r r e t u rn e) N o n ot S ep o s e , (l e a v e o p u t th e

c o n si d e r a ti o n o f p r o fit f o r a ti m e) (f o r th at an d R eligi o n I n ay W ell c o n si st t o g
eth e r)

b u t th o u d o e b u t P o st -

p o s e th e c o n sid e r a ti o n of t e m p o r all g a l n e , a n d
st u d y fir st th e

ad v a n c e m a e n t of t h e G o s p ell o f C h ri st I e s u s , th e H ol y G h o st
i s f all e n u p o n y o u , f o r b y

th at
, y o u r e c ei v e p o w e r , s a y e s th e T e xt ･

( 57)

D ｡ n n e は決して ｢ 利益+ を禁じて い る の かと言うとそうで はな い ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ

ア会社の 目的は ｢ 利益+ で はなく ｢福音伝道+ だと D o n n e は言うが , D o n n e は

巧妙に ｢ 利益+ と ｢ 宗教+ を両立させ て 認め て い る の である ｡ D o n n e の こ の よ

うな ロ ジ ッ ク は上 の商業活動と宗教活動が矛盾する ことなく両立 しうると言明

するときにも見られる ｡ そ こ で は っ きりと ｢利益+ をあきらめる ことなくただ

｢福音伝道+ を先に考えれば自ずとあとから聖霊はや っ てくると言 っ て い る o と

にかく誰にでも可能なこと であるが, ｢ 福音伝道+ を最初に考えさえすればよ い

の で あり , そうする ことによ っ て 聖霊と いう神の援助が訪れ, ｢ カ+ が手に入る

の で ある ｡ 現世王国 , 利益 は直ち には手に入らな い が , 福音を広め る こ と に

ょ っ て ｢ カ+ だけは確実に手に入る ｡ こ の ｢ 力+ こ そが現世王国, 物質的繁栄

よりもはるか に価値の あるものとな っ てくる ｡ そ して 聖霊によ っ て ヴ ァ
ー ジ ニ

ア会社の第
一

の 目的は利益や世俗的な栄光で はなく, 神 の栄光 - と魂を向けさ

せ る こ とだと良心は言うことが出来る の で ある ｡ こ の ように聖霊によ っ て 良心

が改められ, ｢ 力+ を得るが ,
一 体それは何をする ｢力+ なの か ｡ それはキリ ス

トの証人となる ｢ 力+ なの で ある
`58'
｡ D o n n e が ｢ 使徒行伝+ を引用 しつ つ 聴衆

に最も強く訴えたか っ た の は実は こ の ｢ キ リ ス ト の証人+ となる こ と に他なら

な い ｡ な ぜなら使徒の使命は ｢福音伝道+ で あり , キリス トの証人となる こと

であるから である . ヴ ァ ー ジ ニ ア へ 行く者にと っ て 聖霊 にまさる援護は か
-
｡

こ の 聖霊に より い かに生命の危険, 困難, 障害があろうとも植民者は神の僕と
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なり, 神の教えを広め こ る と に専念出来る の で ある ｡ D o n n e に よ れば ｢ 不名誉

(I n f a m y)+ は , 法が人間に与える最高の 罪であり, それ は死後も残る ｡ そ して

証人能力喪失は不名誉の最も深 い傷の
一

つ で あり, 最悪の 証人能力爽失は い か

なる 人 の証人 であると信 じられもせず, 認め られる こ とも出来な い こ と で あ

る○ 又 , 口 先だけの キリ ス ト教徒も証人能力喪失者で あり
(59)
,
こ の 論理に従え

ば聴衆は否応無しにキリ ス トの 証人とならざるをえず, ｢福音伝道+ を実践しな

くて はならなくな っ て くる ｡ D o n n e に と つ て は現世における究極目的はキリ ス

トの ｢ 証人+ となる こと で あり, キリ ス トの証人とな っ て初め て物質的な繁栄

も生 じてくる ｡

我 々 は これま で D o n n e の 説教を通 して D o n n e が い か に して聴衆 の 最大の 関

心事で ある ｢利益+ の 問題を扱 っ て い る かを見, 更 に , D ｡ n n ｡ は ｢ 福音伝道+

を強調する
一

方で , 又 , ｢ 利益+ と いう問題を巧み に処理 して い る ことも見た ｡

D o n n e が 説教を行 っ た1 6 2 2 年はイ ン デ ィ ア ン襲撃事件, 会社 の財政危機 , 会社

内部で の対立抗争等様々 な悪条件が重なり, 会社そのも の が重大な危機に接し

て い た年であり, 会社は人 々 の 関心を い かにヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 へ 向けるか の 難

局に直面して い た ｡ とりわけ , ヴ ァ
ー ジ ニ ア 会社 へ の出資者を獲得するか否か

は会社にと つ て 文字通り死活問題であり, 会社は宝くじで運営資金を集め, 棉

民者を募 っ て い た｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア で の 経済的繁栄, 成功は人 々 にと つ て植民に

加わる べ きか否かの重大な問題であ つ たが , D o n n e の こ の 問題の扱 い から我々

は D o n n e が ｢ 利益+ や物質的繁栄を完全 に否定して い る の で は か ､ こ とを知 つ

た｡ む しろ巧み な論理 で D o n n e は それを聴衆に保証して い る の である ｡ と に

かくキリ ス トの証人になり , ｢ 福音伝道+ に専念すれば ｢ 利益+ は自ずから生じ

てくる の である ｡ D o n n e は , ヴ ァ ー ジ ニ ア 会社が直面した様々 な問題 , 困難を

聖書の 一

節を植民事業に適応し, 聖書によ っ て それらの 問題点を解決しようと

したの で ある ｡ 聖書に記述されて い る ことと同じ事を行うのが ヴ ァ ー ジ ニ ア 植

民者なの で ある ｡
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むすび

本論で はヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を擁護した w illi a m S y m o n d s , W illi a m C r a s h a w '

J ｡ h n D ｡ n n e 3 人 の 説教をみ て きた ｡ こ の 他 にも R o b e rt G r a y , G e o r g e B e n s o n ,

D a ni el P ri c e , A l e x a n d e r W hit a k e r , P a tri c k C o pl a n d が同じくヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を

擁護する説教を行 っ て い るが, 紙面の都合上省かなければならなか っ た ｡ い ず

れ の 説教も ヴ ァ
ー ジニ ア 植民における宗教的使命をその 第

一

の 目的として あ

げ, 聖書を援護して ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民を支持し, 人 々 に植民活動に加わるよう

説得して い る ｡ 本論 で論じた説教家の なか で は S y甲o n d s
と D o n n e の 説教が聖

書を植民に適応して い たが , C r a sh a w の 説教は直接聖書を植民 に適応して い な

い
｡
い ずれにせ よ多分に経済的色彩の 強い ヴ ァ

ー ジ ニ ア植民を い ずれもが宗教

的植民として い る ことは興味深 い ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民はその初めか ら困難極ま

る植民で , 会社も
一 般の投機者にと っ てもヴ ァ

ー ジ ニ ア は金銀採掘が期待でき

る夢の 土地 で あ っ た ｡ しかし, 植民は大きく期待を裏切り,
バ ラ色と い うわけ

で はなか っ た ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア会社は多分に植民の現実を認識して い た ｡ ヴ ァ
ー

ジ ニ ア 会社は , 宣伝文書や現地からの真実を隠した報告書の発行により依然と

して ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民がイ ギリス 人 の夢をかなえて くれる こ とを幾度も述
べ

る ｡ で もそ の宣伝には限界があ っ た ｡ そ れ で会社が思 い つ い た のが当時の名だ

た る説教家に植民擁護の説教をしてもらうこと で あ っ た ｡ 当時の説教家の社会

的地位は高く, 信頼は厚か っ た ｡ 本論 で挙げた説教家も当時説教家として名を

は せ た説教家 で彼 ら の 発言は社会に大きな影響を及ぼ した ｡ 彼ら説教家は

ヴ ァ ー ジ ニ ア植民を世俗的な金儲け の対象として よりは宗教的使命こ そが植民

の そもそもの目的であると高らかに説 い た｡ ヴァ
ー ジ ニ ア 植民 は利益の ため で

はなく異教徒にキリ ス ト教を教えるため にヴ ァ
ー ジ ニ ア へ 行く の で ある ○ こ れ

が1 60 9 年 から1 62 2 年 ま で行われた ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民擁護説教の 共通 テ

ー マ で

あ っ た ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民に対して興味を失 い , ヴ ァ
ー ジ ニ ア 会社そ のも の が

存亡危機にあ っ たなかで何が人 々 をもう
一

度ヴ ァ
ー

ジ ニ ア 植民 へ と駆り立て る

ことが できる の かと い っ たらそれは人 々 の精神的支柱ともなる べく宗教で あ っ

た ｡ 物質的な世俗的な植民動機では人 々 の心を い つ ま でも つ なぎとめ て おくこ
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と は でき か ､ ｡ 逆 に宗教的使命を植民 の 目的上置きかえれば, それ は人 々 の情

熱を い つ ま でも消さずにすむかもしれな い ｡ C r a sb a w は
, 入植者は未開の 地に

キリ
■
ス トの 名を広め , そ れ に よ っ て彼らの 名が永遠に後世 に伝わると述 べ た

が, こ の言葉以上に 一 般人 の 心をかきたて る言葉がある であ ろうか ｡ 各説教家

は こ の テ
ー

マ を 述 べ るため に さか ん に聖書を利用 した ｡ そ の 典型 は聖書の

ヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民 へ の 適応 であ っ た ｡ 1 6 , 1 7 世紀の 宗教の果たす役割に つ い て

Hill は ｢ 当時の人 々 が宗教を社会秩序とその秩序を守る 国家権力 の維持の ため

に必要 であると考えたこと には , 疑 い の余地 はありえ か ､+ と述 べ て い る が
(60'

,

こ れ は聖書が依然として社会に対して 強 い 権威を持 っ て い る か を示して い る ｡

説教家は聖書をヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民にあて は め , ヴ ァ ー ジ ニ ア 植民 の原型を聖書

に求め , 植民者を説得しようとしたが , こ れ は聖書の 持 つ 影響力を考慮して の

レトリ ッ ク で ある ｡ ヴ ァ ー ジ ニ ア植民者が行おうとして い る こ とが聖書にも見

られる ,
こ の指摘は

一

般の 人 々 に与える影響は大き いと言わざるをえな い ｡ ロ

ン ドン ･ ヴ ァ ー

ジ ニ ア 会社は1 62 4 年にあえなく解散に追 い や られるが , ヴ ァ ー

ジ ニ ア 植民者が幾多の困難をも克服し, 現在 の ア メ リ カ の基礎を築き上げた背

景に は経済的動機よりも宗教的な動機が果た した役割が大きか っ たと言えよ

う ｡

注

* 本論文は平成1 4年3 月の 科学研究費補助金 ( 基盤研究 ( C ) ( 2 ) 研究成果報告書

に基 づ い て い る が
, 今 回大幅 に加筆 ･ 修正 を行 っ た ○ 特 に W illi a m S y m o n d s と

W illi a m C r a sh a w に つ い て は全面的な加筆 ･ 修正 を行 っ た ｡

( 1) L ･ B ･ W rig h t‥ R e ligi o n a n d E m p i 柁 : Th e A lli a n c e b e t w e e n P i e ty a n d C o m m e r c e i n

E n g li s h E x p a n si o n 1 55 8
-1 6 2 5( N e w Y o rk : O ct a g o n B o o k s , 19 6 5) , p , 8 9 . W rig ht は 本

論で扱う3 人 の 説教家を取り上げ て い る が, 紹介 で終わ っ て い る o W rig ht の 書に

は ｢ 適応+ の 言葉は見られ な い ｡

2

3

0 40

W rig ht , p . 9 0 .

聖書の 日本語訳に つ い て は 『聖書』(東京 : 日 本聖書教会, 1 99 2) を参照した ｡



( 4)

( 5)

( 6)

( 7)

( 8)

( 9)

(10)

(11)

(1 2)

(13)

(14)

(1弓)

(1 6)

(1 7)

(1 8)

(1 9)

@ o)
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なお 聖書解釈に つ い て は 『旧約聖書略解』(東京 : 日本基督教団出版局, 1 9 7 5 年)

及 び 『贈訂新版 新約聖書略解』( 日本基督教団出版局, 1 9 7 6 年) に教えられ る と

こ ろ が多い ｡

W illi am S y m o n d s : A S e r m o n P r e a c h e d a t W hit e
- C h a p el ( L o n d o n , 1 6 0 9) , p .3 .

S y m o n d s , p - 9 .

J o h n S m it h とp o c ah o n t a s に つ い て は , ピ
ー タ ー ･ ヒ ュ - ム 岩尾龍太郎他訳 『征

服の修辞学 ヨ ー ロ ッ パ とカ リ ブ海先住民, 14 9 2 - 1 79 7』 (東京: 法政大学出版局,

1 9 9 5) , 第 4 章に 詳 しい ｡

S y m o n d s , p . 2 4 .

S y m o n d s , p . 2 4 .

S y m o n d s , p . 2 6 .

S y m o n d s , p . 3 4 .

S y m o n d s , p ･ 4 7 .

S y m o n d s , p p .5 - 6 .

S y m o n d s , p . 1 5 .

S y m o n d s , p p . 1 2 - 3 .

S y m o n d s , p . 1 5 .

S y m o n d s , p ･ 1 5 .

W illi a m C r a sh a w : A S e r m o n P r e a c h e d i n L o n d o n ( L o n d o n , 1 6 1 0) , C 3 .

C r a s h a w
,
G 3 .

C r a sb a w
,
K l
_ ,

C r a sh a w , K 2 .

(21) c r a sh a w , K 2 .

(2 2) c r a sh a w , K 4 .

(2 3) c r a sh a w , K 4 .

(2 4) c r a s h a w , G 2 .

ez5) 7 つ の
"

dis c o u r a g e m e n t
''

と は(1)植民の 合法性(2)航海距離と周難(3)貧弱な植民の

始まり(4) ヴ ァ ー ジ ニ ア か ら の 否定的な報告書(5)現地 で の 厳 しい 生活(6)利益の不確

実性(7)敵 か ら_ の 脅威 , で あ る ｡ な お 7 つ の
` `

di s c o u r a g e m e n t
”

に つ い て は K . R .

A n d r e w s et al e d s .: Th e W e s t w a Tld E n t e rp ri s e : E n g li s h a c ti vi ti e s i n I Tlel a n d , th e A tl a n ti c ,

a n d A m e ri c a 1 4 8 0 -1 6 5 0 ( D et r oit : W ay n e St at e U n i v e r sit y P r e s s .
1 9 7 9) , p p . 2 6 5 - 7 や

J o h n A dir : F o u n di n g F a th e r s : T h e P u rit a n s i n E n gl a n d a n d A m e ri c a ( L o n d o n : J . M .

O i l
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D e n t & S o n s L td . 1 98 2) , p . 1 1 2 - 3 で触れられ て い る ｡

(2 6) c r a sh a w , p p . K 2 - K 3 .

但7) D N B の C r a s h a w の項 目参照

@ 8) c r a s h a w , D 4 .

@ 9) c r a sh a w , A 2 .

(3 0) c r a sh a w , A 2 .

(31) c r a sh a w , A 2 .

(3 2) c r a sh a w , A 3 .

(3 3) c r a s h a w , A 3 .

(3 4) c r a sh a w , A 4 .

(3 5) c r a sh a w , B l .

(3 6) c r a sh a w , B 2 .

(37) c r a sh a w , B 2 _

(3 8) c r a sh a w , D 3 .

(3 9) c r a sh a w , D 4 .

(4 0) c r a sh a w , E l .

(4 1) c r a sh a w , E 2 , E 4 .

(4 2) c r a sh a w , F l .

(43) c r a s h a w , F 3 .

(44) c r a s h a w , K 4 .

(4 5) ダ ン は, 聖書の社会的適応 の他 にも , 聖書を自らに適応する こ と にも言及 して

い る ｡ ( G . R . P o tt e r a n d E . M . Si m p s o n , e d s . T h e S e r m o n s of J o h n D o n n e [ B e rk el e y :

u ni v e r sit y of C alif o mi a P r e s s , 1 9 5 3
- 6 2] , V ol .III . p .3 67 参照 ｡ 以 下本論 で使用す る ダ

ン の 説教 は こ の 版によ る ｡)

(4 6)

㈹

(4 8)

V ol . I V . p ,
2 6 5 .

Ⅵ)1 . ⅠV p . 2 6 5 .

"

G r e a t M a s s a c r e
' '

に つ い て は , A ld e n T . V a u g h a n : A m e ri c a n G e n e si s ( B o st o n : Littl e ,

B r o w n a n d C o m p a n y , 1 9 7 5) , C h ap . IX や B e r n a rd S h e e h a n : S a v a gi s m & Ci vili ty :

I n di a n s a n d E n gli sh m e n i n C o l o n i a l Vi rgi n i a ( C a m b rid g e : C a m b rid g e U ni v e r sit y P r e s s ,

19 8 0) , C h ap . 6 等参照｡

(4 9) v ol . I V . p . 2 6 6 .

(50) v ol . I V . p . 2 6 6 .

0 ^ 2



(51)

(5 2)

(5 3)

(5 4)

(5 5)

(5 6)

(5 7)

(5 8)

(5 9)

(6 0)

ア ン ドル ー ズ の ｢ ル カ伝+ によ る火薬陰謀事件記念説教㊥

Ⅵ)1 ･ ⅠV p . 2 6 9 .

Ⅵ)1 . ⅠV p . 2 6 9 .

V o l ･ I V ･ p . 2 7 0 .

例えば, 救世主 の 神 の約束は実現する の に 4 千年要 したとか , 神が約束 の 地を

示すの に 2 千年かか っ たと か で ある ｡

Ⅵ)1 ･ ⅠV p . 2 7 3 .

V ol . I V . p . 2 7 3 .

V o l ･ I V ･ p p ･ 27 3 - 4 ,

Ⅵ)1 ･ ⅠV p . 2 7 5 .

Ⅵ)1 . ⅠV p p . 27 5 .

ク リ ス ト フ ァ
ー ･ ヒ ル 小野功生訳 『十七世紀イギ リス 人 の 宗教 と政治』 (東

京 : 法政大学出版局, 1 9 9 5) , p - 1 8 .

0 ^ 3




